
の
び
の
び
と
子
ど
も
が
育
つ
ま
ち
「
ま
つ
ど
」
を
目
指
し
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
、
松
戸
の
児
童
福
祉

児
童
福
祉
懇
話
会
・
最
終
提
言
へ
向
け
て

昨
年
、
市
民
を
中
心
に
し
た
十
二
人
の

委
員
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
「
松
戸
市
児

童
福
祉
懇
話
会
」（
座
長
・
栃
本
一
三
郎
上

智
大
学
助
教
授
）
で
は
、
こ
の
３
月
ま
で

に
予
定
さ
れ
た
議
論
を
す
べ
て
終
了
し
、
中

間
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。

な
お
、
懇
話
会
で
は
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
聞
き
、
最
終
提
言
に
反
映
さ

せ
て
い
く
考
え
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
意
見
や
お
考
え
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

圜
児
童
福
祉
課
公
一
宍一
・
7
3
4
7

提

言
（
中

間

報

告

）
の

骨
子

委
員
の
手
作
り
に
よ
る
提
言
は
、（
の
び
の
び
と
子
ど
も
が
育

つ
ま
ち
「
ま
つ
ど
」
を
目
指
し
て
）
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
内
な
る
力
を
引
き
出
す
こ
と
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生
を
基
軸
に
し
て
、
そ
こ
に
家
族
支
援
と
青
少
年
福
祉

と
い
う
、
新
た
な
考
え
方
を
か
ら
ま
せ
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

提
言
の
内
容
は
、
大
き
く
は
「
１
子
ど
も
と
家
族
の
支
援
の

あ
り
方
」
「
２
児
童
福
祉
施
設
の
整
備
の
あ
り
方
」
「
３
行
政
運

営
の
あ
り
方
」
の
三
つ
で
す
。

子
ど
も
た
ち

が
、
安

心
し
て
自
分
ら
し
く
成

長
し
て

い
く
た
め
に
は
、

子
ど
も
自
身

の
生
活

を

支
え
て

い
る
家
族

や
地

域
が
と
て
も
重
要
で
す
。

し
か
し
、
近
年

の
社

会
環
境

の
著
し

い
変
化

に
よ

っ
て
、
家

族
や
地

域

の
育
児
力

や
教
育
力

は
低
下
し
、
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

の
基
盤

と
な
る
人

間
関
係

も
ま

た
希

薄
化

し

つ
つ
あ
り

ま
す

。

こ

の
た
め
、
青
少
年

を
含

め
た
子

ど
も
へ
の

支
援
と

あ
わ
せ
て
、
家

族

へ
の
支
援

も
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
成
長
し
て
い
く
た
め
に

（

主

な
内

容

）

○

人

と
人
と
の

鬩
葆

づ

く
り
・
子

ど
も
の
人

権
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー

フ
リ

ー
、
子

ど
も
へ
の
暴
力
防
止

に
関
す
る
啓
発

を
す
る
こ
と

・
親
子

関
係
や
家
族
関
係
、
地
域

の
人

間
関
係
な
ど
に
関
す

る
啓
発

を
す

る
こ

と

○

｀
月
旧（
相

談

・
大
型
店
舗
な
ど
を
利
用
し
て
身

近
で
相
談
し
や
す

い
育
児
相
談

の

場
を
設
け

る
こ
と

○

地
域

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り

・
親
子

や
青
少
年
を
含

め
た
子

ど

も
同

士
の
交
流
機
会
と
場
を
確

保

す
る
こ
と

○

児

童
虐
待
の
防
止

・
関
係
機
関

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を

つ
く

る
こ
と

・
淑
民
向
け

の
行
動

マ
ニ
ュ

ア
ル

を
作
成
す

る
こ
と

仕
事
と
家
庭

の
両

立
支

援
を
図

る
た
め
に
は
、
保
育
所

や
学
童
保

育
所
を
利
用
し
た

い
人

が
利

用
で

き

る
よ
う
に
す

る
こ

と
が
不

可
欠

で
す

。

し

か
し
、

現
状

を
み
る
と
、
保

育
所
は
待
機
児

童
が
多
く
、
学
童

保
育
所

は
地

域
に
よ
っ
て
は
な

い

所
、

施
設

が
極
め
て
老

朽
化
し
て

い
る
所

な
ど
が
あ
り
、
市
民

の
二

Ｉ

ズ
と

供
給
の
間
に

ギ
ャ

ッ
プ
が

あ
り
ま

す
。

ま
た
、
親
了

の
居
場
所
、
子

ど

も
や
青
少
年

の
居
場
所
な
ど

も
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
保
育
所

や
学

童
保

育
所
に
対
す

る
市
民

ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
を
図
る
こ
と
、
家

庭
・
学
校

以
外
で
親
子
や
子

ど
も

、
青

少
年

の
居
場
所

を
確
保
す

る
こ

と
が
必

要

と
な

っ
て

い
ま
す

。

（

主

な

内

容

》

○

整

備

の

基

本

的

な

考

え

方

・
保

育

所

や

学
童

保
育

所

、

子

ど

も

の
居

場

所

な

ど

の

整

備

に

あ

た

っ
て

は

、
学

校

の
余

裕

教

室

、

幼

稚

園

や
保

育

所

の

活

用

、

空

き

店

舗

の
活

用

を

図

る

こ

と

・

既
存

施
設

を
建

て
替

え

る

際

は
、

複

合

施

設

に

す

る

こ

と

○

保

育

所

・
市

の

基

準

を
ク

リ

ア

し

た

認

可

外

保

育

施
設

の

活

用

な

ど

、

あ

ら

ゆ

る
手

段

を

講

じ

て

、

待
機

児

童

を

解
消

す

る

こ

と

○

学

童

保

育

所

・
学

童

保

育

所

の

な

い
地

域

や
老

朽

化

施

設

な

ど

の
整

備

を

す

る
こ

○

児

童

館

・
児
童

館

に

こ

だ
わ

る
こ

と

な

く

、

年
齢
を
こ
え
て

、
子

ど
も
同

寸
ぺ

子
ど
も
と
大
人

が
交

流
で
き
る
居

場
所
を
確
保
す

る
こ

と

・
居
場
所
に

は
子

ど
も
の
活
動

プ

ロ

グ
ラ
ム
の
作

成
や
コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
ト
で
き

る
人
材
を

置
く

こ
と

児
童

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
て

い
く

た
め
に
は
、
多
額

の
財

源

が
必
要

と
な
り
ま
す

が
、
市

の

財
政

は
現

在
、
不
況
の
影
響
を
受

け

、
極
め
て
深
刻
化
し
て

い
ま
す

。

こ

の
た
め
、
施
策
に
優
先
順
位

を
設

け
た
り
、
人
件
費
な

ど
の
経

費
も
見

直
す
な
ど
、
限
ら

れ
た
財

源
を
効
率
的
に
運
用
し
て

い
く
行

政
運
営
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

《
主

な

内

容

》

○

人
件

費
の
削
減

・
再
雇
用
職
員

や
非

常
勤
職
員
を

活
用
し
職
員
定
数

の
見

直
し

を
行

い
、
人
件
費

の
削

減
に
努
め

る
こ

○

地

域
と
行
政
の
協
働

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行

政

の
連
携
を
深

め
る
こ

と

・
サ

ー
ビ
ス
の
評
価

を
市
民
と
行

政

が
一
体
と

な
っ
て
進
め
て

い
く

シ

ス
テ

ム
を

つ
く

る
こ

と

○

人

材
の
育

成
と

確
保

・
福
祉
施
設

の
職
員
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
に

対
す

る
研
修
の
機
会
を
増

や
す
こ

と

※

中

間

報

告

の

概

要

は

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

掲

載

さ

れ

て

い
ま

す

。

ｈ
t
t
ｐ
:
／
／ｗ
ｗ
ｗ
.
i
n
t
ｅ
rｓ
ｈ
ｉｐ
.コ
ｅ
.
jｐｒ

ｃ
ｈ
ｉｌｄ
rｅ
コ

中

間

報

告

に

関

す

る

皆

さ

ん

の

考

え

や

ご

意

見

を

、

フ

ァ

ク

ス

ま

た

は

メ

ー

ル

で

児

童

福

祉

課

ま

で

お

寄

せ

く

だ

さ

い

。

送

付

先

隰
3
6
5・
1
0
0
9

E

メ

ー

ル

ｃ
ｈ
ｉ
ｌｄ
rｅ
ｎ
＠
i
コ
ｔｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ
.
コ
ｅ
.
jｐ

６
月
2
3
日
(
日
)
は
松
戸
市
長
選
挙
の
投
票
日

今
後
四
年
間

の
市
政
を
託

す
大

切
な
選
挙
で
す

。

貴
重
な

一
票
を
無
駄

に
し

な

い

で
投
票
し
ま
し

ょ
う

。

■

告
示

日

６
月
1
6日

㈲

一

投

票
日

時

６
月
2
3日

㈲

午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■

投

票

で

き

る

人

昭
和
5
7年

６
月
2
4日
ま
で
に
生

ま
れ
、
平

成
1
4年
３
月
1
5日
ま
で

に
松

戸
市

に
転
入
届

を
し
、
引
き

続
き
居
住
し
て

い
る
人

※
他

の
市
区

町
村
へ
転
出
し
た
人

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■

投

票

は

記

号

式

市
長
選
挙
は
、
記
号
式

投
票
（
記

載
台

に
備
え
付
け
の
○
記
ひ
印
で
、

投
票
し
た

い
候
補
者

の
所
定

の
欄

に
○

印
を
押
す
方
法
）
で
行

い
ま

す
。

〔
不

在

者
投

票
〕

投
票
日
当
日
、
仕
事

や
レ
ジ
ャ

ー

・
旅
行
等

の
理
由

で
投
票

所
に

行
け
な

い
人

は
不

在
者
投

票
が
で

き
ま
す

。

期
間
・：
６
月
1
6
日

㈲
～
2
2日

出
、

午
前
８
時
3
0分
～

午
後

８
時

会
場
：
市

役
所
本
館
二

階
大
会
議

室
お
よ

び
市
内

八
支

所

〔
郵

便
投

票

〕

身
体

に
重

度
の
障
害

が
あ

る
人

（
身
体
障

害
者

手
帳

ま

た
は

戦
傷

病

者
手

帳
等
の
交
付
を
受
け
て

い

て

一
定

の
障
害
を
有
す
る
人
）
は
、

郵

便
に
よ
る
投
票

が
で
き

る
場
合

が
あ
り

ま
す
。

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
な
お
、
５
月
2
7日
囲
か
ら

ホ
ー

ム
ペ
廴

ン
で
選
挙
特
集

が
ご
覧

に
な
れ
ま
す

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
こ

の

ペ
ー
ジ
の
右
上
参
照
）
。

圜
市
選
挙
管
理
委

員
会

事
務
局

登

3
6
6
・
7
3
8
6

6 月５日出 午後3 時30 分から　 会

場市民劇場　 内容人と人とが結び

合い 、人と自然が共生し 、希望に

満ちた社会を築くために目主民・学

校 一企業 一行政・関係団体によるパ

ートナーシップ型まちづくリ」に取

り組む世田谷区の先進事例の紹介 、

ボランティアＮＰＯ活動推進の重要

性について　 講師世田谷ボランテ

ィア協会事業部長・山崎富一氏

費用無料

※手話通訳があります。

※保育あリ〔1歳10 ヵ月以上、要予

約〔5 月30 日出まで列 おやつ代

200 円〕

圖地域振興課ボランティア担当室

0366-3015

人口と世帯

人口469,612 人 ［+ 1,317］

男236,510 人 ［+ 663 ］

女233,102 人 ［-卜654 ］

世帯188,268 世帯［-卜999 ］
訛１７は爿 つ抔rｉﾖ埀丸三国杏 汀Ｍ在を 磑i右 甘ｼ 隹冫 １ ．

-
松戸市電子医療情報ネットワー

ク(EMInet) がスタート　　　②
水辺の健康エコロードづくり～

懇話会の委員を募集　　　　 ③

みんなで支える国民健康保険④

公文書公開制度・平成13 年度実

施状況の公表　　　　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

１
子
ど
も
と
家
族
の
支
援

の
あ
り
方

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
募
集
し
ま
す

３
行
政
運
営
の
あ
り
方

２
の児

あ
童

り福
方祉
施

設
の

整備

て集計した常住人口です。

主な内容

松戸市パートナーシッ
プ講演会

参加して、共に考えてみませんか！



松

戸

市

電

子

医

療

情

報

ネ

ッ

ト

ワ

ー
ク
（
E
M
I
 
n
e
t
）
が
ス
タ
ー
ト
！

松
戸
市
医
師
会
で
は
、
市
内
の
病
院
や
診
療
所
を
専
用
回
線
で

結
び
、
複
数
の
参
加
医
療
機
関
（
医
師
）
が
患
者
さ
ん
の
診
療
情

報
を
や
り
取
り
す
る
ｍ
Ｍ
ｌコｅ
ｔの
運
用
を
６
月
１
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。
参
加
医
療
機
関
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
は
、
患
者
さ
ん
の
同
意
を
得
て
、
診
療
・
検
査
記
録
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
、
参
加
医
療
機
関
相
互
で
電
子
化
さ
れ
た
診

。

療
情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
患
者
さ
ん
が
特
定
し
た
病

院
や
診
療
所
（
参
加
医
療
機
関
）
の
医
師
が
。
い
つ
で
も
同
じ
内

容
の
情
報
を
み
て
診
療
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詈
健
康
福
祉
本
部
企
画
管
理
室

容
3
6
6
・
7
3
5
0

松戸市電子医療情報ネットワーク

松戸市電子医療情報ネットワーク参加医療機関

ヘ
医 療 機 関 名 電　話

診療

科
目
に
つ
い
て
は、

各
参
加
医
療
機
関
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い。

※印

の
医
療
機

関
に
つ
い
て
は、

現
在
準
備
中
で
す。

公 立

病 院

国保松戸市立病院

福祉医療センター東松戸病院

363-2 ヤ1

391-5500

民　 闘

病　院

旭神経内科病院

小金原病院

新東京病院

新松戸中央総合病院

新八柱台病院

千葉西総合病院

東京病院松飛台

煢常盤平中央病院

山本病院

385 ―5566

3印-1131

366-ﾜ000

345-1111

38ワー2501

384-8111

384-3111

38｢アー訓21

3∠11-3191

診　

療　

所

あおぞら診療所

足立中央クリニック

石島医院

市場医院

内田耳鼻咽喉科医院

岡産婦人科稔台クリニツク

岡村胃腸科外科

おのクリニック

久保田医院

熊谷内科

兄玉医院

島村トータル ケア クリニック

新松戸診療所

※高田外科胃腸科

武井小児科

どうたれ内科診療所

※西川内科医院

橋本内科クリニック

※ハケ畸医院

奈平敷産婦人科医院

※平野医院

ぼっち医院

松戸クリニック

失切眼科

矢切クリニック

山口内科クリニック

※湯原産婦人科医院

米沢医院

369-12 ∠L8

386-0088

36 ワー2131

342-1069

366-3933

36 ∠1―2071

384-366ﾜ

3刻-2011

38 ワー5454

345-3333

3∠15-69ﾜ1

309- 引19

343-92ﾜ1

362-823ﾜ

344-6360

394-0600

368-0081

368-1131

3印 一引18

345-8ﾜ58

362-2322

362-2531

362 一刻48

365- ∠川02

394-8850

340-5888

3∠川一引85

38ﾜ 一5550

訪 問

看 護

ハイネズ訪問看護ステーション

萸松戸訪問看護ステージ≡ヨン

363-6ﾜ91

391-2ﾜ33

ご存じですか　人権擁護委員制度

６月１日は人権擁護委員法が施行された日です
人　権　擁　護　委　員

委員名 住　所 電　話

有坂　星子 金ヶ作306 38ワー5055

和田　康男 松戸新田18－∠| 362 ―ﾜ853

高橋　むつき 上本郷2334-6 36ソーｽ04

鈴木　一夫 ニツ本1∠に－2 3∠囗-0192

瀧田　泰子 上本郷3回0 362-2683

山田　英夫 小山2篩 362-8886

南雲　祥子 上本郷3212 362-503ﾜ

長谷川　智 馬橋1858 3∠囗5231

上野　弘一郎 胡録台3 回－４ 363- ∠1625

若林　桂子 ニツ木拓88 345-3840

大嶋　弘子 松戸1332 363- ∠1639

人権擁護委員制度は、昭和23 年に政令に基づ

いて設けられた制度で、国民の基本的人権を擁

護し見守るものです。

最近のわが国の人権状況を見ますと 、同和問

題 、高齢者 一女性・子ども の人権の問題など、

多種多様な人権問題があります。

法務省と全国人権擁護委員連合会では、啓発

活動重点目標を「育てよう　一人一人の　人権

意識　～身近なことから人権を考えてみません

か～」と定め 、積極的な啓発活動を行っていま

す。

人権擁護委員は 、皆さんのご相談をお受けし

ています。相談は無料で、秘密は固く守られま

す。右表の委員まで、お気軽にご相談＜ださい。

相談場所一日時については広報の相談一覧（毎

月25 日号8 面に掲載）をご覧＜ださい。

國市民相談課容366 －「ｱ319

◇

児

童

手

当

６

月

期

分

を

支

給

し

ま

す

児
童
手

当
６
月
期

分

（
２
～
５

月
分

）
を

指
定
預
金
口
座
に
振
り

込
み

ま
す

。
６
月
1
1
1
1

日
㈹
以
降
に

受
け
取

っ
て
く

だ
さ

い
。

対

旱
：
①
平

成
1
3年

度
現
況
届
を

期
間
内

に
提
出
し

、
引
き
続
き
受

給

資
格

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

②
平
成
1
3年
６
月
以

降
、
新
規
に

認
定

さ
れ
た
人

◇

児

童

手

当

の

申

請

に

つ

い

て
児
童
手

当
は
申
請
し
た
月
の
翌

月
分

の
手

当
か
ら
支

給
対
象
と
な

り
ま
す

の
で
、
で
き

る
だ
け
５
月

中
に
申
請
し
て
く

だ
さ

い
。

要
件

…
①
義

務
教
育
就
学
前

（
平

成
８
年
４
月
２
日

以
降
生
れ
）

の

児
童
を
養
育
し

て
い
る
こ

と
②

保

護

者
の
前
年

の
所
得
が
制
限
額
未

満
で

あ
る
こ
と

③
そ

の
他

、
児
童

手
当
法
に
定

め
ら
れ
た
支
給
要
件

に
該
当
す

る
人

支

給
額
…
月
額

第
一
子

・
第
二
子

五
千
円

、
第
三
子

以
降
一
万

円

◇

児

童

手

当

現

況

届

（
更

新

手

続

）

に

つ

い

て

児

童
手
当
を
受

け
て

い
る
人

は

毎
年

６
月
中
に

「
児
童
手
当
現
況

届
」

を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り

ま

せ

ん
。
こ
の
届
け
は
、
毎
年
６
月

１
日
現

在
の
状
況
を
記
載
し

、
児

童
手
当

を
引
き
続
き
受
け

る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た

め
の
も
の
で
す
。

こ

の
届
け

の

提
出

が
な

い
と
、

６
月
分

以
降
の
手
当

が
受
け

ら
れ

な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ

さ

い
。

受

付
期
間

…
６
月

３
日

丱
～
2
8日

蚩受

付
窓
口
：

皃

童

福
祉
課

・
市
民

課

・
各

支
所

※
現

在
受

給
し
て

い
る
人
に
は
現

況
届

の
用
紙
を
送
付
し
ま
す

。

昌
児
童
福
祉

課
給

付
係

登
3
6
6
・
７

あ
な
た
の
健
康

炭

疽

菌
と

は

炭

疽

は

炭

疽

菌

に

よ

っ

て
起

こ

る

疾

病

で

、

全

世

界

に

存

在

す

る
人

畜
共

通

の
成
就
ぶ
症

で
す

。

炭

疽

菌

は

土

壌

菌

で

、

芽

胞

を

作

り

、

長

い
問

（
少

な
く

と

も

数

十

年

）

栄

養

素

が

な

い

状
態

で

土

壌

の

中

に

生

存

し

て

い
ま

す

。
熱

や
紫

外

線

、

化

学

物

質

な

ど

に

強

く

、

洪

水

、
長

雨

な

ど

の

楳（
常

気

象

が
あ

る
と

、

土

中

の

芽

胞

が
土

表

面

に

現

れ

、

外

気

温

に

暖

め

ら

れ
た

泥

中

で

増

殖

し

ま

す

。

疫

学人

で

は

、

昨

年

米

国

で

テ

ロ

に

よ

る

発

生

が
認

め

ら

れ
ま

し

た

が

、

そ

の

他

ト

ル

コ

～

パ

キ

ス

タ

ン

問

は

炭

疽

ベ

ル
ト

と
呼

ば

れ

、

年

間

数

百

人

の
発

症

を

認

め

ま

す

。

動

物

で

は

、

ア

メ

リ

カ

や

カ

ナ

ダ
で

は

バ

ッ

フ

ァ

ロ

ー

、

西

ア

フ

リ

カ

で

は

象

を

中

心

と

し

た

草

食

獣

に
日

常

的

に

見

ら

れ

ま

す

。

わ

が
国

で

は

人

お

よ

び

家

畜

に
ほ

と

ん

ど
見

ら

れ

な

く

な

り

ま

し

た

。

炭

疽

菌

に

感

染

す

る

と

感

染

経

路

に

よ

っ
て

症

状

は

異

な

り

ま

す

。

切

ひ

傷

な

ど

か

ら

炭

疽

菌

が
衣

皮

ド

に
感

染
し

て

発

症

す

る

皮

膚

炭

疽

が

九
五

竹

以

上

を

占

め

、

そ

れ

以

外

は

通

常

は

き

わ

め

て

ま

れ
で

す

。

炭

疽

菌

の

吸

入

に
よ

っ
て

起

こ

る

肺

炭

疽

、

炭

疽

菌

に
汚

染

さ

れ

た

食

品

や
飲

み

物

を
摂

取

す

る

こ

と

で

発

生

す

る
腸

炭

疽

が

あ

り

ま

す

。

皮

膚

炭

疽

で

は

、
感

染

後
二

上

二
日

で

小

さ

な

紫

や
赤

い
腫

れ

を

生

じ

、

感

染

後

三

～

四

口

で

水

疱

が

そ

の

周

囲

に

生

じ

、

五

～

七

口

で

漸

鄙

が
生

じ

中

央

に

黒

褐

色

の

か

さ

ぶ

た
（
痂

皮

）

が
形

成

さ

れ

ま

す

。

そ

の

ま

ま

放

置

し

て

お

く

と

、

高

熱

、

浮

293

腫

な
ど
が
見

ら
れ
、
毒

素
に
よ

る
シ
ョ
ッ
ク
や
死
亡
す

る
こ

と

が
あ
り
ま
す

。

肺
炭

疽
の
初
期
は
、

か
ぜ
症

状
を
呈
し

、
縦
隔
の
リ

ン
パ
節

の
顕

著
な
腫
脹

が
見

ら
れ
る
の

が
特
徴

的
で
す
。
初
期

症
状
の

あ
と
、
呼

吸
困
難
に

よ
る
「
急

死

」
、

昏

睡

な

ど

が
み

ら

れ

、

急
性

症
状
が
出
現
し

た
後

に
治

療
を

開
始
し
て
も
二
十
四

時
間

以
内

に
死
に
至

る
こ

と
も
多

い

の
で
す
。

腸
炭
疽
で
は
、
版
気
、
腹
痩

発
熱

、
吐

血
、
血
便
、

腹
水

な

ど
が
認

め
ら

れ
、
す
ぐ

に
治
療

し

な
い
と
毒
素
に
よ

る
シ
ョ
ッ

ク
や
敗
1
4症
を
併
発
し
死

に
至

る
こ
と

が
あ
り

ま
す
。

病

原

診

断

臨
床

症
状
の
み
で
診
断

す
る

こ
と

は
、
困
難
な
こ
と

が
多
く

、

特
に
肺
炭

疽
と
腸
炭
疽

は
緩
慢

な
初
期

症

状

の
場
合

が
多

く

、

職
歴

や
疫
学
情
報
、
発

症
前

の

状
況
な
ど
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

診
断

は
炭
疽
菌
を
分

離

・
固

定
す
る
の
が
確
実
な
方
法
で
す
。

浸
出

物
（
皮

膚
炭

疽
）
、
痰

（
肺

炭

疽
）
、
嘔

吐
物
、
糞
便
（
腸
炭

疽
）

か
ら
炭
疽
菌
を
分

離

・
固

定
し

ま
す

。

治

療

と

予

防

人

用
の
ワ
ク
チ
ン

は
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ロ
シ
ア
、
中

国

で

販
売

さ

れ
て

い
ま

す

が
、

現
在

わ
が
国
で
は
販
売

さ
れ
て

い
ま
せ

ん
。

治
療
は
抗
生
物
質

が
有
効
と

さ
れ
て

い
ま
す

が
、
敗
血

症
の

場
合

に
は
、
抗
生
物
質

に
よ
る

治
療

が
有
効
で
な

い
場
合

が
多

く

、
早
期
診
断

・
治
療

が
重
要

で
す

。

（
松

戸

市

医

師

会

）

児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す

一

登

録

申

し

込

み

主

治
医

と
ご
相
談
の
上
、
登
疂

申
し
込

み
を
し

て
く
だ
さ

い
。

登
録
同

意
書
に
特
定
し
た
医
栫

機

関
を
記

入
・
押
印
の
上
、
主
治

医
に

渡
し

て
、
申
し
込
み
手
続
癶

は
完
了

で
す

。
一

週
間
程

度

で
、

医
師

か
ら
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
お
渡
Ｌ

し

ま
す

。
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
は
、

こ

の
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
。

※
な
お
、
登

録
に
か
か
る
曹
用

は

蛙
叫
科
で
す
。

登
録
の
判
断
は

、
自

身
の
自
由

で
す
。
登
録
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、

今
後
の
診
療
に
何

ら
影

響
は

あ
Ｕ

ま
せ
ん
の
で
、
ご

穿

心
く
だ
さ
い
。

■

患

者

さ

ん

の

メ

リ

ッ

ト

診
療

情
報
を
や
り
取
ひ
す

る
こ

と

で
、
検
査
や
処
方
の
重
複
を
瞎

ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

病

院
と
診
療
所
双
方
で
情
報
を

共
有
し

て

い
る
の
で
、
普
段
は
か

か
り

つ
け
医
に

診
て
も
ら

い
、
必

要
な
と
き
に
専
門
医

に
診
て
も
ら

う
こ
と

が
容
易
に
な
り

ま
す
。

緊
急
時
に

か
か
り

っ
け
で
な

い

病
院
に
運

ば
れ
て
も
参
加
医
療
機

関
で
あ
れ

ば
、
今

ま
で
の
診
療
経

過
を
見
て
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

患

者

さ
ん

の
希

望
が

あ
れ

ば
、

こ
の

シ
ス

テ
ム
上

の
診
療

情
報
を

み

る
こ
と

が
で

き
ま

す
。

■

プ

ラ

イ

バ

シ

ー
の

保

護

患
者
さ

ん
の
診
療

情
報
を
見

る

こ
と

が
で

き
る
の
は
、
本
人

が
同

意
し
た
病

院
・
診
療

所
の
医
師
等

だ
け
で
す

。
ま

た
、
診
療

情
報
は

通
常

の
カ
ル

テ
と
同

じ
く
、
細
心

の
注
意
を
払

い
、
厳
格
に
管
理
し

て

い
ま
す

。

医
療
機

関
を

結
ぶ
通
信
回
線
は

専
用
回
線
を
使
う

な
ど
、
万

全

の

保
護
体
制
を
と

っ
て

い
ま
す
。



市長室・発

ボランティア推進都市まつど

市
の
木
で
あ
る
「
さ
く
ら
」
を
植
樹

５
月
1
2
H
、

ホ
ワ
イ

ト
ホ

ー

ス
市

と

の
姉
妹

都
市
提

携
の
記

念

日
で

あ
る

「
グ
リ

ー
ン

ー
ツ

リ

ー

・

デ
ー

（
樹

の
日

）
」

に

ち

な
み
、
2
1世

紀
の
森

と
広

場

に

、
市

の
木
（
さ
く

ら
仁

街

の

木

）
を

ス
カ

ウ
ト
団

員

の
皆

さ

ん
と
一
緒
に
植
樹
し
ま
し
た

。

今

年
は

、
友
好

と
緑

化
推

進

の
記
念

日
と
し
て
、
新
た
に
「

グ

リ

ー
ン

ー
ツ
リ

ー

・

デ
ー
」
を

設
け

ま
し

た

。
ま

た
、

緑
花
清

流

の
ふ

る
さ
と

づ
く
り

を

め
ざ

し

て

「
市

の
木

・
花

・
鳥
」
を

制

定

し

ま
し

た

が
、

さ

ら

に
、

次

の
世
代

へ
豊

か
な
自

然
環

境

を
引

き

継
ぐ
こ

と
を
望

む
山
林

所

有
者

の
方
々

に
よ
り
、「
ふ
る

さ

と
森
の
会

」

が
設
立

さ

れ
ま

し

た

。

緑
化

推
進

を

は

じ

め

、

ま

ち
づ
く
り

を

進
め

る
た

め
に

は

、

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な

ど
各
種

の
市
民

活
動

が
不
可

欠

で
あ

る
と
考
え

て

お
り
、
こ

う
し

た
動

き

は
大
変

あ
り

か
た

く
思

い
ま

す

。

私
は

、
市
民

と
行

政
の
強
力

な

パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ

プ
を
市

政

運

営
の

根
幹
と
し

て
参

り
ま
し

た

。
そ

の
一

つ
と
し

て
、
各
種

の
懇
話
会

な

ど
に
、
多

く

の
公

募

に
よ

る
市
民
委

員
に

参
加

い

た
だ

い
て

い

る
と

こ

ろ

で
す

。

今

後
は

、
こ
う
し

た
市

民
参
加

を

制
度
化

し
、
市

の
さ

ま
ざ

ま

な
政
策

の
立
案

・
実
施

・
評
価

の
過

程

に
、
よ
り

多
く

の
市
民

の
方

々
に
参
加
し

て

い
た
だ

き

た

い
と
考

え
て

お
り
ま
す

。

そ

の
た
め
、
今

年
４
月

に
は

、

そ

の
中

心
と
な

る

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
担

当

室

を

設
置

し

ま

し
た

。

併
せ
て

、
市
民

の
皆

さ
ん
と
市

の
さ
ま

ざ
ま
な

情
報
を

共
有

で

き
る

よ
う

に
、

パ

ー
ト

ナ

ー
講

座
を

開

設

し

ま
し

た

。

ま

た

、

６
月

に
は

「
松

戸
市

パ
ー
ト

ナ

ー
シ

ッ
プ
検
討
委

員
会

」
を
設

置
し
ま

す
。
こ

の
委
員
会

で
は

、

新
し

い
時
代

の
パ

ー
ト

ナ

ー
シ

ッ

プ
構

築
の
理

念

や
方

針
、
市

民

活
動

が
発
展

す

る
た

め
の
方

策

、
平
成
1
5年

１
月

オ
ー

プ
ン

予

定
の
（
仮
称
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

セ

ン

タ
ー
の
あ
り

方
を
検

討

い

た

だ

く
予

定

で

す

。

さ

ら

に
、

６
月

５
囗

に
は
、

パ
ー
ト
ナ

ー

シ
ッ

プ
型

ま
ち

づ
く
り

の
先
進

都
市
で
あ
る
世
田

谷
区

か
ら
「
世

田

谷

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会

」

の

方

を
講
師

に
招

い
て
、
市

民
劇

場

で
松
戸

市

パ
ー
ト

ナ
ー
シ

ッ

プ
講
演
会
も

開
催

い
た
し
ま

す
。

2
1世
紀

の
明

る

い
、

豊
か

な

市
民
生
活
を
実
現

さ
せ

る
の
は
、

ま

さ
し
く

「
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
市

民

」
で

あ
り

ま

す
。
市

民
と
行

政

が
、
直
面

す

る
課
題

の
解
決

に

協
働
し

て
取
り

組

む
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア

推
進

都

市

ま

つ

ど
」

を

市
民

の
皆
さ

ん
と
共

に
築

き

上

げ
て
参

り
た

い
と
考
え

て

い

ま

す
。

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用

の メ ー ルボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、

連 絡 先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

卜AX  366-2301

メ ー ル ア ド レ ス

mayor.matsudo@intership.ne.jp

(4 月末現在の受信件数)ファクス793件､メール806件

● ボランティアセン ターの休館

6月１日出は「ボランティアの集い」開催のためボランティ

アセンターが休館になります（順延の場合でも休館）。なお 、

天候等によりこの集いが順延の場合は 厂ｱ月13 日出に開催し

ますので、その囗も休館になります。

●松戸おもちゃの図 書館 ・病院開館日 の変更

ハンディのある子どもたちにおもちゃの頽し出しをしたり 、

こわれたおもちゃの修理をし ています。

6月から第2 ・4水曜日が閉館になります。第Ｄ ｙ ４金曜

日 、第2土曜日の午後1 時～4 時は通常どおりに開館していま

す。

所在ふれあい22( 健康福祉会館)内　松戸市五香西3 の7 の1

※土曜日はハンディのある子どもたちの日です。

※祝日にあたる場合はお休みです。

自
然
豊
か
な
「
ふ

れ
あ
い
松
戸
川
」

●

水
辺

の
健
康
エ
コ

ロ
ー
ド
と
は

自

然
環

境
あ
ふ

れ

る
水
辺

で
、

市

民

の
皆

さ
ん

が

「
や
す

ら

ぎ
」

や
「
う

る
お

い
」
を
感
じ

、
安
心

し

て
気
軽
に
歩
き
、
運
動
し

、
自

ら
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
支

援
す

る
環
境
に
配
慮
し
た
散

策
路
等
を

い

い
ま
す
。

●

懇
話
会
の
委
員

碍
成

市
民
参
加
に
よ

る
計
画

づ
く
り

を
推
進
し
て

い
く
た

め
、
今

回
募

朱

で（
る
市
民
委
員
を
は

じ
め
、
地

域
の
代
表

・
ま
ち

づ
く
り

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

・
河
川
利
用
団

体

・

河
川
管
理
者
に
よ

昨
才構

成
さ
れ
ま

す
。
●

市
屆

畧

貝
の
募

集
内

容

▽
募
集
人
員
…
四
人
以
内

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
て
い

く
た
め
、
江
戸
川
お
よ
び
周
辺
の
水
辺
を
対
象
と
し
た
、「
水
辺
の

健
康
エ
コ
ロ
ー
ド
づ
く
り
」
の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
水
辺
を
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
懇
話
会
に
参
加
さ
れ
る
市

民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

水
辺
の
健
康
エ
コ
ロ
ー
ド
づ
く
り

▽
任

期
・：
委

嘱

の
日

か

ら
平

成
1
4

年

１９一
月

末

ま

で

（
懇

話

会

は

五

回

程

度

開

催

予

定

）

▽
謝

礼
・：
無

償

▽
応

募

資

格
：

市

内

在

住

の

十

八

歳

以

ヒ

で

、
平

日

の
会

議

に

参

加

で

き

る
人

▽
応

募

要

領

…

「
水

辺

の

健

康

エ

コ

ロ

ー

ド

づ

く
り

」

に

関

す

る

意

見

（
レ

ポ

ー
ト

）

を

八
百

字

以

内

に

ま

と

め
て

提
出

し

て
く

だ

さ

い

。

▽
選

考

方
法
・
：
提

出

さ

れ

た

意

見

を

参

考

に
決

定

（
結

果

は

、

６

月

末

ま

で

に
応

募

者

に
郵

送

）

隰

６

月
1
0
日

丱

〔
消

印

有

効

〕

ま

で

に

意

見

を
同

封

し

、

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・

性

別

・
電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

干
9
7
1
一－
8
5
8
8

松

戸

市

根

杢

一
入

七

の
五
　

松

戸

市

役

所

河

川

清

流

課

清

流

ル

ネ

ッ
サ

ン

ス
担

当

室
（

登
3
6
6・
1
1
5
2

）

へ
郵

便

、

ま

た

は

直

接

申

し

込

み

く

だ

さ

い
。

※

メ

ー

ル

で

も

応

募
可

（
詳

細

は

市

の

ホ

ー

ム

ペ
Ｌ

ン
で

。

ア

ド

レ

ス

は

一
面

右

上

参

照

）

女性センターゆうまつどと聖徳大学のｅ一ラーニングサイト（インターネットＳで）’Ａ」が

連携して「女性の自立と子育て」をテーマに、6［ロシリーズの公開講座を圓催します。

子育て中のあなたも 、そうでないあなたも 、自分の生き方を見つめ廈すきっかけにして

みませんか。

日　程 講座タイトル

第1回　6 月6日南

子育てが終わつたら…と考えているあなた

一女性の自立つてどういうことだろう一

何かしたいと思つていても日々流されてしまう …、子育てが終わつたらそ

のとき考える…でいいのでしょうか。社会は刻々変化しています。私たちは

どのような社会に生きていて 、女性はどのような立場にいるのかを概観し 、

自分と社会の関ｲ系を確かめたうえで、自立を考えてみます。

講師須田和(すだむつみ)氏(兵庫県立男女共同参画センター情報アドバイザー)

第2回　7 月予定
私の生き方プラン「ちよつと先～ずつと先」

― Plan&Do　 夢でもいいから－

第3回　9 月予定
もしかして、その子育てはジェンダーかも

－ジェンダーフリー絵本で子どものｲ固性を育もう－

第4回10 月予定
私のモヤモヤ感がＮＰＯ活動につなかった

‐若い母親だからできた、新しい第一歩一

第5回11 月予定 もし本当に働きたいと思うなら　一就職情報をきつちリゲットしよう－

第6回12 月予定 自分で仕事を創り出す手もある　一起業という働き方、実践例から学ぶ－

第1 回 講座 の参加 者を 募集し ます （募集 は各 回ご とで す）。

6 月６日（㈲午 前10 時～ 正午　 会場女性 センタ ーゆう まつど　 定員先着50 人　 費 用無料

Ⅲ 電 話で女性センタ一公36 ∠L－8ﾂｯ8 へ

※1 歳10 ヵ 月 以上保育あリ （要予 約 、おやつ代200 円 ）

※講演内容は聖徳大学 が収録し 、イン ターネット ＳＯ Ａ（http ソ/ｗ　ｗｗ.ｃ辷k2learn. ｃｏﾎﾞD/

soa/) で 公 開 する予定 です。

女性 センタ ー ゆう まつ とは 、女 性と男性の新し い

パート ナーシップ を 創り 出す拠点 施設で す。男女共

同参画社会をめざし「学ぶ」「知る 」「集う」［考える］

機能を持ち ます。市は 、女性センタ ーゆう まつど の

主催事業や 運営につい て 、広く市民 の皆さ んのご 意

見を圜く ために 、運営協議会 を設置し てい ます。

第6 次 運営協議会委員を次により 募集し ます。

募集人 員4 人 以 内　 任期2 年 （会議 回数は年 間5 回

程度）　 応 募資 格女性 センタ ーを利用 、またはこ れ

から利用し よう とする市民　 報酬交 通費の実費相当

額を支 給　 選考方法 審査に より決定　 応 募方法6 月

IC 日 ㈲ 〔必着〕までに 、「男女共同参画社会実現に向

けて女性 セン タ ーに望むこ と」 をテーマとし 、8CO

字以 内に まとめ た作文に 、住所 ・氏名 ・年齢 ・性別

一職業 ・電 話番号を記入し て 、直接 、女 性センタ ー

(S364-8 「ﾌﾜ8 」 へ

「ゆうまつどフェスタ2002

」
の実行委員を募集します

男女共同参画社会の実現をめざし 、性や

世代の違いを超えて語り合う場として｢ ゆ

うまつどフェスタ｣ の開催〔11 月22 日廁～

24 日(日)〕を予定しています。

男女共同参画推進グループの代表の大と

共に、実行委員として企画 一運営にあなた

の力を発揮してみませんか。

会場…女性センターゆうまつど

対象…市内在住・在勤・在学の人

募集人員…10 人( 抽選)

圃6月７日廊〔必着〕までに、ハガ半に郵便

番号・住所・氏名・性別・年齢・電話番号

・参ｶﾛ動機を記入し て、〒2ﾜ1 －0091 松

戸市本黽14 の10　 女性センター(S364 ―

8ﾂﾂ8) へ

No.92
川井敏久

松戸市社会福祉協議会
ボランティアセンターのお知らせ

362-5963

女性センターゆうまつど運営協議

会委員を募集します

松戸市＆聖徳大学共同開催講座

「21世紀　どう選んでいく、私の生き方・歩み方、そして

子育て」　　－もう一人の『私』発見－

懇
話
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す



安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
に

み
ん
な
で
支
え
る
国

民
健
康
保

険

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
全
員
が
保
険
料
を
出
し
合
い
、
病

気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
充
て
る
助
け
合
い
の
た
め
の
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
は
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
健

全
に
運
営
さ
れ
る
も
の
で
す
。

加
入
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
に
伴
い
医
療
費
が
年
々
増

加
し
て
い
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
大
変
厳
し
く
、
皆

さ
ん
の
保
険
料
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
1
4年
度
の
保
険
料
率
は
、
医
療
機
関
等
か
ら
の
療
養
給
付

費
が
今
年
度
に
限
り
十
一
ヵ
月
と
な
っ
た
た
め
、
前
年
度
と
比
較

し
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
老
人
医
療
費
拠
出
金
が
大
幅
に
増

加
（
表
１
）
し
た
た
め
医
療
費
分
を
値
上
げ
し
ま
し
た
（
表
３
）
。

市
で
は
、
本
年
度
も
十
四
億
円
を
一
般
会
計
か
ら
特
別
に
繰
り

入
れ
し
、
保
険
料
引
き
上
げ
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
（
表
２
）
。

平
成
１４
年
度
の
納
入
通
知
書
は
６
月
中
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
送

り
ま
す
の
で
、
納
期
限
内
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

圜
保
険
課

登
3
6
6
・
7
3
5
3

国
民
健
康
保
険
は
助
け
合
い
の
制
度
で
す

国

民

健

康

保

険

料

は

保
険
料
は
医
療

費
分
（
表
３
）
と

介
護
保
険
分
（
表
４
）
を
合
算
し
た

も

の
と
な
り

ま
す
。
医
療
費
分

は
、

過
去

の
医
療
費

か
ら
翌
年

の
医
療

費
を
予
測
し
、
そ
こ

か
ら
医
療
機

関
で
患
者
が
支
払
弓
金
額

（
一

部

負

担
金

）

を
差
し

引

い
た
額

と
、

国

の
負

担
金
等
を
差
し
引

い
て
算

定
し

ま
す
。

そ
れ
を
加
入
者
全
員
で
負
担
し

ま
す
の
で
、
医
療
費

が
増
加
す

る

と
保
険
料
も
上

が
り
ま
す

。
ま

た

介

護
保
険
分
は
、
介
護
納
付
金

か

ら
国
の
負
担
金
等
を
差
し

引

い
て

算

定
、
そ
れ
を
四
十
歳

か
ら
六

十

四

歳
の
人
で
負
担
し
ま
す

。

平

成
1
4
年

度

の

保

険

料

率

を

決

定

▽
納

め

る
保

険

料
（
医

療

費

分

）

保
険
料

（
医
療
費
分
）

は
、
所

得

割
、
均

等
割
、
平
等
割

の
三

つ

に
よ
り

算
定
し
ま
す

。
三

つ
を
合

計

し
た
も
の
が
一
年
間

の
保
険
料

で
す
。
平
成
1
4年
度

の
保

険
料

率

を
、
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
し

た
。

表1　医療費の比較

ぞ
保
険
料
限
度
額
（
医
療

費
分
）
は

一
世
帯
で
年
額
五
十
三
万
円
で

す
。

医療費分表3

13年度 14 年度

所得割 9.0296 9.10%

個人均等割 押,500冂 21,500 円

世帯平等割 11,300円 13,200 円

▽
納

め

る

保

険

料
（
介

護

保

険

分

）保
険
料
（
介
護
保
険
分
）
は
所
得

割
、
均
等

割
の
一
石

に
よ
り
算
定

し

ま
す
。
二

つ
を
合
計
し
た
も

の

が
一
年

間
の
保
険
料
で
す
。
平
成

Ｈ
年

度
の
保
険
料
率
は
、
据
え
置

き
で
す
。

※
保
険
料
限
度
額
（
介
護
保
険
分
）

は
一
世
帯
で
年
額
七
万
円
で
す

介
護

保
険
分
は
、
世
帯
主

が
国

民
健
康
保
険
料
と
し
て
納
付
し

ま
す
。

表4　 介護保険分

13年度 14 年度

所得割 0.92 ％ 据え置き

個人均等割 8,∠150円 据え置き

納

付

義

務

者

は

世

帯

主

（

擬

制

世

帯

主

）

国
民

健
康
保
険
料
は
世
帯
主

が

納

め
ま
す

。
し

た
が

っ
て
、
世
帯

主

が
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
場
合
（
擬
制
世
帯
主
）
で

も
納

付
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

た

だ
し
、
下

記
「

国
民

健
康

保

険
に

お

け

る
世

帯
主

の
取

り
扱

い
」
の
と

お
り

世
帯
主
を
変
更
す

る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

保

険

料

を

滞

納

す

る

と

保

険
料
を
納
期
限
か
ら

一
定
期

間

滞
納
す
る
と
特
別
な
場
合
を

除

い
て
有
効
期
間
の
短

い
「
短
期

被

表2　一般会計からの繰り入れ金額

保
険
者

沚
」

の
交

付
、
被
保
険
者

証
返
還

や
資

格
証
明

書
の
交
付
や

保
険
給
付

の
全
部
ま
た
は
一
部

が

差
し
止

め
ら
れ
ま
す
。

保

険

料

が

減

額

と

な

る

場

合

前
年

の
収
入

が
一
定
以
下

に
な

る
世
帯

の
保

険
料
は
、
六
割
ま
た

は
四
割

減
額

さ
れ
ま
す
。
減
額
に

な

る
か
ど
う

か
の
判
断
を
す

る
に

は
、
市
民
税

の
巾

告
内
容

が
必
要

と

な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し

て
く

だ
さ

い
。
減
額
さ
れ
た
保
険

料

は
、
国

・
県

・
市
で
負
担
し
ま

す

。ま
た
、
淑
民
税
非
課
税
世
帯

で

は
入

院
時
食
事
療
養
費
や
高
額
療

養

費
の
基
準
額
が
低
額
と
な
り

ま

す

。

国

民

健

康

保

険

会

計

の

状

況

国
民

健
康
保
険
の
運
営
は
、
非

常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す

。

医
療

費
は
毎
年
増
加
、
特
に
老

人

加
入
者
の
増
加
に
よ
ひ
老
人
医

療

費
拠
出
金
が
大
き
ぐ
伸

び
て

い

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
国
保
財
政

に

影

響
を
与
え

て

い
ま
す

（
表
５

）
。

も
し

、
一
般
会
計

か
ら

の
特
別

繰
人

金
が
な
か

っ
た
場
合
、
保

険

料

率
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
し

ま

い
ま
す

（
表
６

）
。

＼
＼＼
＼`
＼＼

老人医療費拠出金

(千円)
伸率
(％)

老人加入者

(人)
伸率
(％)

平成10年度 6,纐0,208 9.6 23,130 8.8

平成11年度 ﾜ,146,611 諂.4 25,069 8.4

平成12年度 6,939,685 -2.9 2ﾜ,234 8.6

平成13年度 8,119,852 17.0 29,500 8.3

平成捐年度 9,9ﾂﾂ,629 22.9 31,800 ﾜ.8

※平成13 年度・膕年度は当初予算

※平成12 年度は介護保険導入

一般会計からの特別繰入金がない場合の保険料率比較

(1 世帯1 人 当たり)

表6

①平成纐年度
②特別繰入金

がない場合
比　較

所得割 9.1096 9.9096 十〇,80％

個人均等割 21,500円 24,250円 十2,ﾜ50円

世帯平等割 13,200円 膕,960円 十リ60 円

○
保
険
料

の
納
付

は
、
口

座
振

替
で

。
申
し

込
み
用

紙
は
納
入

通
知
書
に
添
付
し
て

い
ま

す
。

○
国

保
を
や
め
る
と
き
は
、
市

役
所

・
支

所
の
窓
口
で
保
険
料

を
確

か
め
ま
し

ょ
う

。

○
月

が
替

わ
っ
た
ら
医
療
機

関

に
保

険
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ

い
。

国
民

健
康

保
険
に
お
け

る

世

帯
主
の
取
り
扱

い

擬
制
世
帯
に
お
い
て
世
帯
主

の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
、
そ

の
擬
制
世
帯
に
属
す
る
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
を
国
民
健

康
保
険
に
お
け
る
世
帯
主
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

世
帯
主
変
更
に
必
要
な
事
項

①
擬
制
坦
甲
王
の
同
意
を
得
て

い
る
こ
と

②
擬
制
世
帯
主
が
保
険
料
を
完

納
し
て
い
る
こ
と

③
新
世
帯
主
が
保
険
料
の
納
付

義
務
や
各
種
届
出
の
確
実
な
履

行
が
見
込
め
る
こ
と

変
更
手
続
き

擬
制
世
帯
主
の
同
意
書
を
添

付
し
て
、
世
帯
主
と
な
る
こ
と

を
希
望
す
る
人
が
市
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

○今回の通知は 、普通徴収で納めていただ＜人の介護保険料のご案内です。

○現在、特別徴収（年金天引き）の大は、10 月が年度の切り替え処理となり

ますので9月に特別徴収通知書のご案内をし ます。

○一部の大で10 月から特別徴収に変更となる大がいます。その大には、今回

の通知では9月分までの介護保険料のご案内をし ます。

10月から特別徴収に変更となる大とは、13 年度に松戸市に転入し てきた

大 、昨年65 歳になった大で雑所得となる年金を受給されている大などです。

○お支払いは、金融機関､ 市役所 、支所の窓口で納期限までにお願いし ます。

介護保険料の口座振替について

○口座振替ができます。希望される人は、口座振替依頼書（用紙は、納入通

知書に添付。また、市役所・支所にも用意）を金融機関もしくは市役所・支

所に提出していただくと翌々月から開始となります。

このため､ 手続しだ月と翌月分は､窓口でお支払いいただくことになります。

○特別徴収が開始された場合は、口座振替は中止されますので二重払いとは

なりません。

猖 保険課容366-7353

表5　老人医療費拠出金と老人加入者(平均)の推移

納入通知書は6月中旬に送付します

６５歳以 上 の 人 の介 護保 険 料
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文
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公
開
制
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平
成
1
3年
度
実
施
状
況
の
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市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
参
加
を
よ
り
一
層
進
め
、
開
か
れ
た
ク
リ

ス
タ
ル
な
市
政
の
実
現
を
目
指
し
た
公
文
書
公
開
制
度
の
平
成
１３

年
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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表１　平成13 年度実施機関別開示請求・申し出状況

＼

実施機関 計

決定内容 請求

取
り
下
げ

主な 請求内容
開示
一部

開
示

非
開
示

文書

不
存
在

開

示

請

求

市長
件
93
件
22
件
65
件
２
件
２
件
２

公共工事､ 事業委託､ 公
共用地の取得に圉する文

書など

教育委員会 拓 ∠| 10 ０ ０ ２
文化財審議会会議録, 学

校管理の金銭出納に関す
る文書など

消防長 ３ １ ２ ０ ０ ０ 不動産鑑定霽など

議会 ∠| ４ ０ ０ ０ ０ 議会運営委員会会議録など

病院事業管理者 ２ １ ０ ０ ０ １ 財産の目的外使用許可書など

監査委員 ２ ０ ２ ０ ０ ０ 監査請求に係る会議録、
会議資料など

合計 120 32 ﾜ9 ２ ２ ５

開示

申
し
出

市長 13 ワ ４ ０ １ １
区画整理事業､ 業務委託
状況に関する文書など

教育委員会 １ ０ １ ０ ０ ０
児童生徒の健診業務委託

に関する文書

合計 鍋 ワ ５ ０ １ １

雑草地の適正管理のお願い
空き地の伸びすぎた雑草は近隣の迷惑となることがあ

ります。空き地等の所有者（管理者）は雑草の刈り取り

にご協力ください。

市では草刈機を無償で

貸し出しています。また、

左表の雑草刈り取り業者

のあっせんも行います。

刈取り料金(1 平方メート

ル当たり・税別)

年1[O]　　60 円

年2回　計100 円

※搬出・傾斜地等は別途

見積りとなります。

※草刈機蠅し出しについ

てはハケ幃詰所昔3∠13

-ﾜ923 へ

圖 環境保全課環境衛生係

S366-ﾜ336

雑草刈取り業者指定一覧

業者名 電話番号

㈱ハナノイ 346-499ﾜ

㈲総合環境サー

ビス
04－ﾜ188 －5789

㈱六和建設工業 342-19ﾜﾜ

㈲ユー牛商会 391-1326

㈱成三 391-5952

富士 鰥運㈱ 04ワー4∠13―8833

サンエス商会 04－ﾜ193-3095

小金造園土木 04ワー∠145-5282

新都市緑化㈱ 341-3811

ペストビルサー

ビス㈱
3∠11-2088

㈲白井環境サー

ビス
047- ∠192－Oﾜ69

㈲誠緑化興業 344-06ﾜ0

千葉工務店 392-132ﾜ

の
一
件

に
つ

い
て
は
、
公

文
書
公

開

審
査

会
の
答
申

が
出

さ
れ
ま
し

た

（
表

２
）
。

表2 異議申し立ての状況

畑年度中の異議申

し立て件数
15件

陷年度中の審査会

への諮問ｲ牛数
猖件

審査会の答申件数 1件

実施機関の決定件数 1件

新

し

い

情

報

公

開

条

例

が

ス

タ

ー

ト

市

で
は
、
本
年
４
月

か
ら
新
し

い
情
報
公

開
条

例
を
ス

タ
ー
ト

し

ま
し
た
。
市
民
の
知

る
権
利

を
尊

重

し
、
広
く
情
報
を
公

開
す

る
と

と
も
に
、
市
の
説
明
責
任

を
果
た

し

、
よ
り
公
正

で
民
主
的

な
市

政

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

開

示

請

求

の

受

け

付

け

は

行

政

資

料

セ

ン

タ

ー

ヘ

行
政
資
料
セ
ン

タ
ー
（
市

役
所

別

館
一
階
）
で
は
、
公
文

書
開
示

請
求
の
受
け
付
け
や
相
談
を
行

っ

て

い
ま
す
。
ま
た
審

議
会
等

の
会

議
録
や
会
議
資
料
、
市

が
作
成
し

た
各

徑
行
政
言

髻

表
竹

そ

ろ
え
、

自
由
に
閲
覧
お
よ

び
複
写

す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

の
で
、

ご
利
用

く

だ
さ

い
。

申
込
書
配

布
期
間

…
６
月

５
日

水
～
2
0日
困

配

布
場

所
・：
住
宅
課

（
新
館

八

階
）
　・
各
支

所

申
し

込
み
受
付
期
間
・：
６
月
1
4

日

冷
～
9
1一日
圏

子

・
日
曜

日

を

除
ぐ
）

受
付
場

所

：
市

役
所
二

階
第
一

・
第
二
会
議

室

※
入
居

資
格
な
ど
詳
細
は
、「
広

報
ま

つ
ど
６
月

５
日
号

」
で

お
知

ら
せ
し

ま
す
。

圜
住
宅
課
住

宅
政

策
係

昔
3
6
6
・

市民葬儀制度があります
市民葬儀制度は、市民にご不幸があったとき、経済的で厳粛な葬儀が行

えるように設けられています。祭壇やその飾り付けの内容や料金は、市と

市の指定を受けた葬儀業者との間で協議し、決められています。

圖市斎場登38 ワー4042

対象…施主または死亡者が松

戸市民で、市内で行う葬儀

内容…この制度で利用できる

祭壇の種類と料金は下記のと

おりです。

祭壇の種類と料金（税別）

種類 料金 内容

A

5段飾リ
80,000 円 祭

壇
貸
し
付
け
・
飾

り付

け
・
受
付
用
品

・消

耗
品
を
含
む

B

3段飾り
50,000 円

C

3齟飾り
38,000 円

圃左記の市民葬儀取扱店へ

※料金には柩（ひつぎ）・遺

影写真代 一礼状印刷代 一読

経料 一供花代・市の式場使

用料・火葬料・霊柩（きゅ

う）自動車使用料・納骨容

器代等は含まれておりませ

ん。申し 込みの際に左表の

取扱指定店へお問い合わせ

ください。

(50 音 順)市民 葬儀取 扱指定 店

業者名 所　在 電　話

㈱アーバンライフ 小金原 34ﾜｰ5000

アイ ケアーサービス 古ヶ畸 360-4242

㈲愛蓮社 西馬橋相川町 342-4444

石井葬儀社 六実 386-0856

㈲伊 原葬儀社 馬橋 343-4310

㈱エスケイ市民共済 金ケ作 388-001 ワ

㈱ 江戸川 五香 386-118ﾜ
㈲カインド社 古ケ畸 34∠匚5222

㈲柏葬祭センター松戸支店 上本郷 365-6144

㈲広善社 幸谷 3∠囗-3356

㈲ 渋 谷花店 小金きよしヶ丘 34卜6644

昭和セレモニー松戸儀式殿 千駄堀 383-4444
㈱杉浦葬儀店 根本 362-2542

㈱セレモ 串畸新田 384-4444

セン トラル総合㈱ 河原塚 39卜9118

㈲ 総 合葬祭むつ み 六高台 383-4144

㈲創蓮社 二十世紀が丘戸山眄 391-1611

㈲大典社 高塚新田 39卜5ﾜ26

㈲ときわ平葬儀社 常盤平 385-2622

㈱日本式典 栄町 36∠卜0495

㈲宝心社 六実 389 ←5555

㈱松戸葬儀社 松戸 36∠卜4444

㈲メモリアール 西馬橋蔵元町 309-6590

㈲薮崎葬儀社 小山 362-231 ワ

ライフケア東葛支店 北松戸 363-0983

内 緑茶園 栄町 361-ﾜ2ﾜ3

こ
の
夏
も
ハ
チ
に
ご
用
心
！

初
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ
チ

や
ハ

チ
の
巣
に
関
す

る
ご
要
望

が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す

。
樹
木

、
木

の
ほ
ら
、
軒
下
、
天
井
裏
、
換

気

口
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ

ろ
に

巣
を
作
り
ま
す
が

、
知
識

が
あ
れ

ば
、
ハ

チ
は
怖
い
生
き
物
で
は

あ

り
ま
せ

ん
。
そ

の
特
徴
を
知
っ
て
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に

あ
わ
て

な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ハ

チ
の
巣
の
発
見
は

、
早
け
れ

ば
早
い
程
処
理

も
簡
単

、
ま

た
危

険
も
少
な
い
の
で

、
家
の
回

り
を

時
々
注

意
し
て
く
だ
さ
い

。

スズメバチの巣

市
内
で
見
ら
れ
る
ハ
チ
は
。

主

に

三

種

類

で

す

ミ

ツ

バ

チ

女
王

蜂
を
中
心
に
、
大
群
で
飛

び
回

る
こ
と

が
あ
り

ま
す

。
近

寄

っ
た
り
、

い
た
ず
ら
し
な

い
よ
う

に
し
ま
し

ょ
う

。

ア

シ

ナ

ガ

バ

チ

体
は
細
長
く

、
長

い
脚
を

ダ
ラ

リ
と
た

ら
し

て
、
風

に
漂
う
よ
う

に
飛

ん
で
い
ま
す

。

巣

は
円
す

い
形

や
、
平

た

い
丸

形
で
、
六

角
形

の
（

チ

の
巣
の
穴

が
よ
く
見
え

ま
す
。
巣
の
回
り
に

は
、

た
く

さ
ん
の
（

チ

が
群

が
っ

て

い
ま
す

。
ス
ズ
メ
バ
チ
に
比
べ

る
と
性

格
は

お
だ

や

か
で
す

が
、

気

に
な
る
場
所
に
で
き
て

い
る
場

合

や
、
大
き
く

な
っ
て
し
ま

っ
た

と
き
は
、

ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ス

ズ

メ

バ

チ

体

の
大

き
な
（

チ

で
す
。
目
的

を
持

っ
て

い
る
か

の
よ
う

に
直
線

的
な
飛

び
方
を
し
ま
す

。
き

れ

い

な
し

ま
模

様
の
入
っ
た
巣
を
作
り
、

だ
ん
だ

ん
大

き
く

な
っ
て

い
き
ま

す

。
近

寄
る
と
巣
を
守

る
た
め
に

攻
撃
し
て

き
ま
す
の
で
、
近
寄
ら

ず
、
す
ぐ

に
ご
連
絡
ぐ
だ
さ

い
。

剌

さ
れ
る
と
ア
レ
ル

ギ
ー
シ

ョ

ッ
ク
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
見

か
け

て
も
近
づ
か
な

い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

※
飛

ん
で
い
る
（

チ
は
、
近
づ
か

な
け

れ
ば
、

い
た
ず
ら
に
襲

い

か
か
っ
て
く

る
こ

と
は
あ
り
ま

せ

ん
。
あ
わ
て
ず
に
、

ゆ
っ
く

り
と
（

チ
か
ら
遠
ざ
か
り
ま
し

※
も
し

も
（

チ

に
刺
さ
れ
た
ら
、

す
ぐ

に
絞
り

出
し

、
水
で
傷
口

を

洗
っ
て
く

だ
さ

い
。
（

チ

の

毒

は
水

に
溶

け
ま
す
の
で
そ

の

後

よ
く

冷
や
し
て
く
だ
さ

い
。

（

チ

の
毒
は
温

度
に
も
弱

い
の

で
、

傷
口
付

近
で
毒
を
消
し
全

身

に
回
る
の
を
防

ぎ
ま
す
。

固
す
ぐ

や
る
課

登
3
6
6
・
7
3
0
2

納

期

内

の

納

付

に

ご

協

力

を

５
月
3
1日

窗
は
輊
目
動
車
税
（
全

期
）
の
納
期

限
で
す

。
納
め
忘
れ
の

な

い
よ
う
に

お
願

い
し

ま
す

。

圖

収
納
課

昔
3
6
6
・
7
3
2
5

松

戸

市

教

育

改

革

市

民

懇

話

会

（
小

委

員

会

）

①
第
二
小
委

員
会

＝
６
月
５
日

水
②
第
一
小
委

員
会

＝
６
月
７
日

蚩
各

午
後
６
時
か
ら
　

会
場

①

噐・

と

も
京

葉

ガ
ス
Ｆ
恰

尸
ビ
ル
五
階

会

議
室
　

傍
聴
定
員
十
人
（
抽
選
）

※
議
題
等
は
お
問

い
合

わ
せ
を

圃
当
日

午
後

５
時
3
0分

か
ら
、
会

場

で
圖
教
育

膏

貝
会
企
画
管
理
室

登
3
6
6

・
7
4
5
5

薬

剤

の

無

償

交

付

と

噴

霧

機

の

貸

し

出

し

道
路
側
溝
や
排
水
路

か
ら
発
生

す
る
ユ
ス
リ
カ
、
ど
ぶ
ネ

ズ
ミ
等

を
駆

除
す

る
た
め
、
薬
剤

の
無
償

交

付
と

噴
霧

機
の
貸
し
出
し
を
行

い
ま
す
。

圖

環
境
保
全
課
環
堵
衛

生
係

昔
3
6
6

ア

メ

リ

カ

シ

ロ

ヒ

ト

リ

の

簡

易

防

除

器

の

貸

し

出

し

６

月

３

日

丱

～

９

月

６

日

窗

※

薬
剤

は

、
各

目

で

ご

用

音
で

だ

さ

い
。

圃

印

鑑

を

持

っ

て

直

接

、
農

政
課

（

公
3
6
6
1
1
7
3
2
8）
ま

た

は

各

支

所

へ

松

戸

市

高

齢

者

保

健

福

祉

計

画

お

よ

び

松

戸

市

介

護

保

険

事

業

計

画

策

定

委

員

会

６
月

５
日
水
午
後
５
時
3
0分

か

ら
　

会
場
市
役

所
新
館
七

階
大
会

痔

至

糸
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
等
は

お

問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

圖
高
齢
者

福
祉
課

昔
3
6
6
・
７
３
４

大

規

模

小

売

店

舗

立

地

法

に

基

づ

く

大

規

模

小

売

店

舗

新

設

の

届

出

、

縦

覧

お

よ

び

意

見

書

の

提

出

に

つ

い
て

（
仮
称
）
ユ

ニ
デ
イ
牧

の
原

店

新
設
の
届

出
が
あ
り
、
次
に

よ
り

縦
覧
し
て

い
ま
す

の
で
届
出
内

容

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

保

持
の
た
め
の
配
慮
す

べ
き
事
項

に

つ
い
て
意
見
を

お
持

ち
の
人

は
８

月
2
3囗

窗
ま
で
に
千

葉
県

商
工

労

働
部
経
済
政
策
課
に

意
見

を
提

出

す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

。

縦
覧

場
所
千
葉
県
商
工
労
働

部

経
済
政
策
課
、
市
商
工
観
光
課

縦
囂

期
間

８
月
2
3日

糜
ま

で

囿
商
工

観
光
課

登
3
6
6
・
7
3
2
7

６
月

２
囗

㈲
～
８
日

出
は
危

険
物
安
全
週
間

で
す

猖

消

防
局
予
防
課

啻
3
6
3
・
Ｉ
Ｉ

個 別 労使紛 争 の解 決 の ため に

～職場で のトラブルでお悩みの人に

企業再編や人事労務管理の個別化に伴

い、個々の労働者と事業主との間で雇用

や労働条件などをめぐる紛争が増えてい

ます。当事者間での解決の難しい問題に

ついて、千葉労働局、千葉県では、法に

基づいて、紛争解決のためにあっせんを

含めた相談窓口を設けています。

職場での労働トラブルでお悩みの人は

ぜひご利用ください。

○対象となるトラブル

配置転換､ 転籍出向､ 在籍出向､ 解雇の

有効性、就業規則の変更に伴う労働条件

の変更､ 整理解雇 、採用内定の取り消し 、

雇い止め、募集・採用 、職場におけるセ

クシャルハラスメントなどの個別紛争

圖千葉労働局千葉駅前総合労働相談コー

ナー昔O∠13―2∠16―4121 、東葛飾支庁商

工労政課S361- ∠1089

松
戸
市
営
住
宅

空
家
入
居
者
を
募
集

奈上記以外の実施機関( 選挙管理委員会 、公平委員会 、水道事業管理者､ 農業委員会 、

固定資産評価審査委員会) については開示請求 』 示申し出はありませんでした。

請

求

・

申

し

出

文

書

件

数

は

百

三

十

四

件

平

成
1
3
年

度

中

の
開

不
請

求

・

申

出

の
文

書

件

数

は
、

百

三

十
四

件

と

な
り

ま

し

た

。

実
施

機

関

別

の
開

示

決

定

の

状

況

は

、

表
１

の

と

お

り

で

す

。

議
会
運

営
委

員
会
会

議
録
な
ど

の
文
書

が
開
示

さ
れ
、
文
書
不
存

在
な

ど
を

除
ぐ

開
示

率
は
九
八

・

四
％
で
す

（
一
部
開
示

を
含
む
）
。

な

お
、
こ

れ
ら
の
決
定
に
対
し

開
示
請
求

者
か
ら
、
十
五
件
の
異

議
申
し
立

て
が
あ
り

、
そ

の
う
ち

「
危
険
物

小
さ
な
油
断
も

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
」



情報

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

［

］
マ

ン

シ

ョ

ン

問

題

個

別

相

談

会６

月
2
0
日

困

午
前
1
0
時

～

午

後

３

時

（
相

談

時

間

＝

一
組

に

つ

き

三

十

分

）
　

会

襌

悁
市

役

所

会

議

室
　

相

談

員

弁

護

士
　

内

容

適

正

か

っ

円

滑

な

マ
ン

シ

ョ

ン

の
管

理

・
運

営

を

行

う

た

め

の
、

専

門

相

談

員

に

よ

る
無

料

髓

別

相

談
　

定

員

先

着

八

組

匣

６
月

５
日

水

か

ら

、
電

話

で
住

ま

い
情

報

セ

ン

タ

ー

’‘
0
4
3
・
2
2
3・

９
り
０乙
戸り
ｒａ

へ

［

］
み

ん

な

あ

つ

ま

れ

く

る

み

の

木

（

お

遊

び

会

）

６
月

３
日
囲
午
後
１
時
～
２

時

3
0分

会
場
小
金
原
保
育

の
会
幼

児

教
室

（
小
金
原
三
の
一
八
）

内
容
外
・
室
内
遊
び

（
着
替
え
持

参
）
　

対
象
二

、
三
歳
児
と
そ

の

保
護
者

費
用
百
円

（
保
険
料
）

※
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

。

詈
小

金
原
保
育

の
会
幼
児
教
室
・

武
中

容
3
4
5
・
0
0
1
2

【
】
松

戸

さ

つ

き

会

花

季

展

示

会

５
月
2
8日

㈹
～
６
月

２
日

㈲
午

前
９
時
～
午
後
６

時
　

会
場
運
動

公

園
体
育
館
　

務
甬

無
料

圖
芦
田

容
3
6
2
・
6
5
8
7

［
］
松

戸

演

劇

鑑

賞

会

観

劇

会

７
月
５
囗

蚩
午
後
６
時
1
5分
～

８
時
4
5分

会
場

市
民

会
館

内

容
近
松
門
左
衛
門

の
傑
作
歌
舞
伎

費
用
五
千
六
百
円

國
小

野

昔
3
6
9
・
5
3
5
9

［
］
福

祉

バ

ザ

ー

６
月
９
囗

㈲
午
前
Ｈ
時
～
午
後

２

時

会
場

常
盤
平

市
民
セ
ン

タ

※
バ
ザ
ー
用
品

の
提
供
大
歓
迎

圖
障
害
者
問
題
研

究
会
松
戸
サ

ー

ク
ル

・
近
藤

公
3
8
7
・
1
6
6
7

［

］
無

料

法

律

相

談

①
６
月

８
日

出

②
６
月
1
5日

出

各

午
後

１
時
3
0分
～
４

時

会
場

千

葉
県

弁
護
士
会
松
戸
支
部

（
松

戸

一
三
二

六
東
風
園
ビ
ル
三

階
）

内

脊

山
法

律

扶
助

の
無
料
相

談
②

高

齢
者

に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

（
成
年
後
見

人
・
遺
言
等
）
　
定
員

先

着
十
五
人

※
①
の
み
電
話
で
資
力
調
査
を
行

い
ま
す
。

匣
５
月
2
9日

水
午
前
1
0時
か
ら
、

電

話
で
千

葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支

部

登
3
6
6
・
6
6
1
1

へ

［
］
聖

徳

大

学

生

涯

学

習

フ

ォ

ー

ラ

ム

（
全

国

子

ど

も

を

ほ

め

よ

う

研

究

会

）

６
月
1
6日
襾
午
一
回
1
0時
～

午
後

４
時
3
0分

会
場
聖
徳
大

学
一
号

館

内
容
研
究
発
表

「
若

者
か
ら

み
た
ま
ち
づ
く
り
」
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
・
地
域
で
子

ど
も
を
育
て
る
「
子

ほ
め
条

例
の
現
状

と
展
望
」
、
講
演

「
私
と
生
涯
学
習
」
　

費
用
無

料

圃
電
話

で
聖

徳
大
学
生
涯

学
習
研

究
所

昔
3
6
5
・
1
1
1
1

内
線
3
9

3
3

へ

【
】
ホ

タ

ル

観

賞

会

５
月
3
1日

原
・
６
月

１
日

出
午

後
７
時
3
0分
～

８
時
2
0分
　

会
場

2
1世
紀
の
森
と
広
場
　

勅
吊
班

料

糸
車
駐
車
場

の
み
利
用
可
（
有
料
）

※
駐
車
場

が
混
雑
し
ま
す

の
で
、

な

る
べ
く
徒
歩

か
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ

い
。

固
松
戸

車
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

登

［

］
秀

作

映

画

連

続

上

映

「

エ

ル

サ

レ

ム

の

家

」

６
月

１
日
比
午
後
１
時
3
0分

か

ら
　

会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1
　
費
用

無
料
奈
作
品
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

靉
津
田

昔
3
4
6
・
0
3
0
7

［
］
母

子

で

あ

・
そ

・

ぼ

６
月
６
日
水
・
2
0日

水
生

圓
1
1

時
1
5分
～
午
後
ｏ

時
1
5分

会
場

運
動
公

園
多
目
的
室
」

内
容

親
子

で
わ
ら
べ
歌

・
ボ
ー
ル

・
積
木

・

製
作

・
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
で
遊
ぶ

対
象
一
歳
半
上

二
歳
児

定

員
先

着
十
二
人
　

費
用
一
回
千
円

（
教

材
費

・
お
や

つ
代
を
含

む
）

匣
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
母

と

子
の
生
活
研
究
所

・
小
林
ａ

囲
3
4
6

・
7
6
6
0

へ

［
］
ケ

ア

ハ

ウ

ス

「
リ

バ

ー

サ

イ

ド

ー
ヴ

ィ

ラ

」

バ

ザ

ー

６
月
９
日

㈲
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
１
時

会
場

ケ
ア
（

ウ
ス
リ

バ

ー
サ
イ

ド
・
ヴ
ィ

ラ

（
根

木
内

一
六

匸
　

内
容

バ
ザ
ー
・
模
擬
店

※
バ
ザ
ー
用
品
の
提
供
大
歓
迎
（
取

り

に
伺

い
ま
す
）

固
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ー
ヴ
ィ
ラ

昔
3
4
2

・
0
0
1
7

［
］
オ

カ

リ

ナ

サ

ー

ク

ル
「

響

」

創

立

十

周

年

演

奏

会

’

６
月
９
囗

㈲
午

後
１
時
～

３
時

会
場
矢
切
公
民
館
　

費
用

無
料

固
工

藤

登
3
9
1
・
4
3
6
9

「

」
松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

暮

ら

し

の
相

談

介

護

＝
６

月

３

日

囲

・
1
7
日

丱

・
9
4一
日

賄
、

税

務

＝

６
月

４

日

㈹

・
1
8
日

㈹
、

年

金
＝

６
月
1
3
日

米

・
2
7
日

米
、
法

律

＝

６
月

７

日

金
・
1
1
1
1

日

㈹

‥
2
5日

内

、

資

産

形

成

＝
６

月

６

日

米

・
８

日

田

・
1
0口

丱

・
1
4
日

原

・
2
0
日

米

・
2
1
日

金

・
2
6
日

水

・
2
8
日

金

・

2
9日

出

ミ

ニ

教

室

介

護

＝
６

月
2
4
日

非

、

資
産

形

成

＝
６

月
2
8
日

金

各

干

後

１

時

～

２

時
3
0
分
　

蓉
用

無

料

固
松

戸

栄

暮
ら

し

の

相

談

セ

ン

タ

１

登
3
6
0・（
ｈ
）冖
０
１

り乙

「
」
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

カ

ラ

オ

ケ

発

表

会
　

。

６
月
２
日

㈲
午
前
1
0時
2
0分
～

午
後
４
時
3
0分

会
場

常
盤
平
市

民
セ
ン

タ
ー
　
春
用

無
料

圜
実
行

青

貝
会

・
新
森

登
3
8
5
・
７

［
］
市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

６
月
2
3日

㈲
伊
勢
丹
松

戸
店
前

午
前
５
時
3
0分
集
合

、
午
後
８

時

帰
着

丈
疋

会
場
群
馬
県
荒
船

山

対
象
中
学
生
以
上
　

定
員
先

着
二

十
五
人
　

費
用

一
万
円

（
バ
ス
代

・
保
険
料
）

圖
松
戸
市
山
岳
協
会
・
高

橋
S
3
8
7

・
1
7
8
4

「

」
松

戸

市

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

６
月
2
2日

出
・
2
9日

出

会

場

運
動
公
園
体
育
館
ほ

か

‘
対
象

審

判
を

で
き

る
人

が
二
人

い
る
、
市

内
在
住

こ
仕
勤

の
チ

ー
ム
（
高

校

生
以
下
杢

司
）
　

定
員
先

着
男
子

三
十
ニ
チ

ー
ム
・
女
子

十
六
チ

ー

ム
　

費
用

一
チ

ー
ム
三
千
円

※
６
月
Ｈ
日

㈹
午
後

７
時
か
ら
栗

ケ
沢
中

学
校

で
代

表
者
会
議

を

行

い
ま

す
（
代
理

出
席
可
）
。

【
】
プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

６

・

７

月

新

番

組

「

時

刻

と

天

文

」

投
影
日

時
６
月

１
日

出
～
７
月

2
8日

㈲
の
上
・
日

曜
日

、
祝
日
午

前
1
0時
・
午
後
１
時
3
0分

・
３
時

3
0分
、
夏
休

み
期
問
中

の
水

・
木

曜
日

午
後
１
時
3
0分

・
３
時
3
0分

投
影
時
間
一
回
約
五
十
分

会
場

市

民
会

館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室

定
員
八
十
人
　

費
用
子
ど
も
三
十

円
、
大
人
五
十
円

圖
市
民
会
館

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室

昔
3
6
8
・
ｌ
ｎ
乙
ｎ
ｊ
７

［

］
労

災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談

会６

月
2
9
日

出

午

後

１

時

～

４
時

会

場
千

葉

中

央

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ

ー

セ

ン

タ

ー
　

対

応

者

弁

護

士

・
社

会

保

険

労

務

士

・
ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

カ

ー
ほ

か
　

費

用

無

料

．

圃
当

日

会
場

で

圖
千

葉

中

央

法
律
事

務

所

昔
0
4
3・

2
2
5
・
4
5
6
7

圃
６
月

３
日

囲
〔
必
着
〕
ま
で
に
。

（

ガ
キ
に
チ

ー
ム
名

・
男
女

の
別

・
代
表
者
名

・
住
所

・
電
話
番

号

を
記
入
し
て
、

〒
舛一－
2
2
1
3

松
戸
市
五
香
八

の
一
九

の
八
　
松

戸
市

バ
ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー
ル
協
…会

浜
田
一
彦

（
栗

ケ
沢
中

学
校
内

登

3
4
1
・
ｒａ
１
７
０
０
）
　へ

［
］
松

戸

市

ダ

ブ

ル

ス

ボ

ウ

リ

ン

グ

大

会

６
月
3
0日

㈲
午
前
1
0時
受
け
付

け
　

会
場
サ

ニ
圭

フ
ン

ド
ボ
ウ
リ

ン

グ
場

対
象

市
内
在

任
・
在
勤

・
在
学

（
小
学
生
以
上

）
の
人

定
員
先
着
四
十
二
組
　

費
用
四

ゲ

ー
ム
一
人
二
千
五
百
円

（
小

・
中

・
高
校
生
は
千
六
百
円

）

※
二
人
ハ

ゲ
ー
ム
の
ト

ー
タ
ル
ピ

ン
で
順
位
決
定

匣
６
月
2
1日

次
ま
で
に
、
二
人

分

の
費
用
を
添
え
て
市

内
各

ボ
ウ
リ

ン

グ
場
へ

匝
松
戸
市
ボ
ウ
リ
ン

グ
協
会
・
上

田

登
0
9
0
・
３
２
０
７

・
4
6
2
3

「

」
す

て

き

な

ハ

ー

モ

ニ

ー

を

６

月

１９一
日

水

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

五

香

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

「

い

い
日

旅

立

ち

」
等

を
合

唱

。

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー
ド

「
木

曽

節

」

等

費

用

三
百

円

圖

女
ｆ
久

口
唱

団

瑞

季

・
手

島

公
3
8
5

・
冖ｈ）ｇ
Ｕ
Ｑ
び４

［
］
社

教

和

楽

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

ー

（
社

交

ダ

ン

ス

）

６

月

２

日

～
3
0
日

の
毎

週

日

曜

日

〔
全

五

回

〕

午

後

５

時
3
0
分

～

８

時
3
0
分

会

場

市
民

会

館

費

用

一
回

五

百

円
（
飲

料

代

を

含

む

）

圖

松

戸

社

交

ダ
ン

ス

サ

１‐‐
．
ク
ル

・

高

瀬

登
3
4
1・
０

０
↓

２

「

」
松

戸

押

し

花

サ

ー

ク

ル

作

品

展５

月
2
7
日

囲
～

６

月

７
日

働

午

前

９

時

～

午

後

５

時

会
場

松

戸

郵

便

局

ロ
ビ

ー
　

費

用

無

料

圜

岩

崎

登
3
6
2・
7
1
3
4

［
］
ゴ

ル

フ

フ

ェ

ス

タ

Ｃ

Ｈ

－

Ｂ

Ａ

二

〇

〇

二

８

月
1
6
日

毫
～

９

月

８

囗

剛

会

場

県

内

白
四

十

八

ヵ

所

の

ゴ
ル

フ

場
　

内

容

プ

ロ
に

よ

る

ワ

ン

ポ

イ

ン

ト

レ

ッ

ス

ン

な

ど
　

対

暴

県

内

在

任
・
在

勤

の
人

と

そ

の

同

伴

者

呑
甬

フ

ェ
ス

タ
特

別

料

金

匝
所

定

の
申

込

書

で

、
四

人

一
組

ま

た

は
三

人

一
組

で
申

し
込

み
（
申

し
込

み

多

数

の
場

合

は

抽

選

）

固
千

葉

県

ゴ

ル

フ
協

会

竺
ｍ

・
2
0
1

・
1
2
4
0
C
R

」
ｈ
ｔ
ｔｐ
／
／
w 
w
w
.

ｃ
ｌｉｉｂａ
ｋ
ｅ
ｎ
-ｇ
ｏ
ｌｆｃ
ｏ
ヨ

［
］
ソ

フ

ト

バ

レ

ー

・
フ

ァ
ミ

リ

ー

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

教

室

６
月
９
日

㈱
午
前
９

時
～
正

午

会
場
六
実
小

学
校
体
育
館
　

対
象

小
学
生
高
学
年
以
上
　

費
用

自
円

（
保
険
料
）

※
フ
ァ
ミ
リ

ー
で

の
参
加

歓
迎

圉
当
日

会
場
で

圖
体
育
指
導

妛
員

・
谷

畑

昔
3
8
5
・

［
］
星

空

観

望

会

６
月
1
5日
出

午
後

６
時
～

８
時

会
場

市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

室
と
屋
上
　

内
容

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム
見

学
の
あ
と
屋
上

で
天

体
望

遠

鏡
に
よ
り
、
月
や
金
星
を
観
望
（
雨

天

・
曇
天

の
場
合

は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
見
学

の
み

）
　

定
員
八
十
人

費
用

無
料

※
団
体

（
二

十
人
以
上
）

や
、
体

の
不

目
由

な
人

は
ご
相

談
く

だ

さ
い
。

圃
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室

登
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

Ｄ

Ｂ

ｅ

Ｃ

ａ

ｎ

（
美

化

）

フ

ォ

ー

ラ

ム

６
月
９
日
襾

午
後
２
時
か
ら

会

場
勤
労
会
館
　

テ
ー
マ
「
メ
イ

ク
松
戸

ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル
」
風
エ

コ

マ
ネ
ー
の
実
践
　

費
用
無
料

固
メ
イ

ク
松
戸

ビ
ュ

ー
テ
ィ

フ
ル

・
高
松

昔
3
4
1
・
9
0
8
9

【
】
子

育

て

・

教

育

電

話

相

談

毎

週
水

・
木
曜
日

生

削
1
0時
～

午
後
４

時
　

費
用
無
料

固
教
育
セ
ン

タ
ー
・
青
木

昔
3
6
2
・

6 月4日火 午後1時30 分～4

畤30 分　 会場女性センター

ゆう まつど　 内容就職時に

確認し ておきたい労働条ｲ牛

やパート収入と税金の関係

等をわかりやすく説明（ガ

イダンス終了後個別相談に

も応じます）　講師財21 世

紀職業財団千葉事務所雇用

管理アドバイザー・小川員

義氏　対象現在パートタイ

マーで慟いているか 、こ れ

から働きたい人　 定員先着

20 人（うち個別相談10 人）

【
】
柿

ノ

木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

６
月
２
日

㈲
・
2
3日

㈲
午
前
1
0

時
～
正

午

、
６
月
1
5日

出
午
後
６

時
～
８
時
、
６
月
1
9日

水
午
後

１

時
3
0分
～

３
時
3
0分
　

会

場
柿
ノ

本

台
公
園
体
育
館
ト
レ

ー
ニ
ン
グ

室
　

対
象

十
六
歳
以
上

の
人
　

持

ち
物
運
動
着

・
上
履

き
　

費
用

無

料圃
当
口
会

場
で

圖
ス

ポ
ー
ツ
課

昔
3
6
3
・
9
2
4
1

「

」
初
心

者
テ

ニ

ス
教

室
（
硬

式
）

７
月
～

９
月

の
毎

週
上

曜
日
Ａ

ク
ラ
ス

＝
午
前
８
時
～
９
時
3
0分
、

Ｂ

ク
ラ

ス

＝
午
前

９
時
3
0分
～
1
1
1
1

時

会
場

中

臾
公

園
庭
球

場

対

象

市
内
在

住
・
在

勤
の
人
　

定
員

各
六

十
人

費
用
八
千
円

（
保
険

料
を
含

む
）

匣
６
月
1
5日

出
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号
・
希
望

ク
ラ
ス

（
第
二
希

費用無料

巒電話で女性
センターS364
－8ﾜﾜ8へ

望

ま

で

）
　・
返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

干
2
7
0
－
0
0
0
6

松

戸

大

金

平

郵

便

局

留

松

戸

淑

テ

ニ

ス

協

会

・
本

田

早

苗

（

容
0
9
0・
６

６

ｒａ
Ｏ

・

りＪ
″ｈ
り９
り
４

）
　へ

【
】
グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室
６
月
９
日

㈲
午
前
９
時
～
正

午

会
場
六
高
台

ス
ポ
ー
ツ
広
場

対

象
地
域
住
民

（
初
心
者
・
高
齢
者

歓
迎
）
　
費
用
百
円
（
保
険
料
）

Ⅲ
当
日

会
場
で

圖
体
育
指
導

委
員
・
菊

池

公
3
7
8
・

［

］
ジ

ャ

ズ

ダ

ン

ス

体

験

教

室

５
月
3
1口

、
６
月
Ｈ
日

・
2
1日

・
2
8囗

の
金
曜
日

午
前
1
0時
～
正

午

会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
基
礎
か
ら
中
級

ま

で
　

対
象
二

十
～
五
十
歳
代

の

女

性
　

費
用

一
回
千
円

圜

ダ
ン
ス

ビ
レ

ッ
ジ
2
1・
藤
平

公

3
9
5
・
4
3
3
5

ス
ポ
ー
ツ

チャンネル

催
　
し
　
物

3
8
4
・
8
2
8
0

（
月

に卜
金
曜
日

の
午

前
1
0

時

～

午

後

４

時

）

パートタイム
労働ガイダンス



【

】
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

６

月

７
日

脂

・
1
4
日

脂

〔
全

二

回

〕

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場
松

戸

ま

ち

づ
く

堊

父
流

室

テ

ン
ト

小

屋

（
東

葛

飾

合

同

庁

仝
豆
剛
）
　

内

容

ビ

ー

ズ

の
ネ

ッ

ク
レ

ス

と
イ

ヤ

リ

ン

グ
を

ペ

ア
で

作

る
　

定

員

十

二

人
　

持

ち

物
（

サ

ミ

こ
フ
ジ

オ

ベ
ン

チ
　

費
用

三

千

二

百

円

（
材

料

費

等
）

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク
ス

で

、
松

戸

ま

ち

づ
く

旦

父
流

室

テ

ン

ト
小

屋

一`
3
6
7
・
８

８

８

９
・副
3
6
7・
8
8

2
7

へ
（
午

前

９

時
～

午

後

５

時

）

［
］
公
民
館
成
人
講
座
「
児
童

文
学
者
鈴
木
喜
代
春
・
家
庭

教
育
と
自
作
を
語
る
」

『子育てはたのしい～子どもの

本を書いて私のつかんだこと』

期　日 テーマ

6/13團
いま子どもはどうな

っているか

20㈲
子どもに夢を持たせ

る子育て

27㈲
本を読む子を育てる
には

7/ 4 休）
子どもは未来！だめ

な子はいない

時
間
午

前
1
0時
～
正

午

会
場

女
性

セ
ン

タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　

定

員
先

着
六
卜
人
　

費
用

無
料

圃
電
話
で
公
民
館

公
3
6
8
・
1
2
1

4
へリ

サ
イ
ク
ル
広
場

Ｏ

譲
り
ま
す
（
価
格
無
料
）

〔
家
目
乙
介
護
用

ベ
ッ

ド
◆

パ
ソ
コ

ン
ラ
ッ

ク
（
二
台
）
◆
座
卓

（
木

製
）
◆

い
す

（
ソ
フ
ト
レ

ザ
山

〔
子
供
田

嵒

木
製

ゲ
ー
ト

（
ジ
ャ

バ
ラ
式
）
◆
Ｂ
型

ベ
ビ
ー
カ
ー
◆

チ
ャ
イ
ル

ド
シ

ー
ト

（
二
台
）
◆

三
輪

車

〔
ス
ポ
ー
ツ
・
楽
器
〕
足
ふ
み
器
◆

ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
セ
ッ
ト

（
女
性
用

（

Ｉ

フ
セ
ッ
ト
）
◆
足
ふ
み
式

オ

［

］
精

神

保

健

福

祉

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

講

座

講

義

＝

６
月
1
4
日

受
・
2
8日

原

、

７

月

５

日

受

〔
全

三

回

〕
　

怎

剛

1
0時

～

午

後

３

時
3
0
分

施

設

実

習

＝
６

月
1
7
日

㈲
～
2
7
日

米

の

間

（
土

・
日

を

除

ぐ

）
で

一

回
　

会

場

東

葛

飾

合

同

庁

舎
六

階

会

議

室

等

目

的

精

神

保

健

福
祉

に

関

す

る

知

識

の

普

及

、
精

神

障
害

者

が
生

活

し

や
す

い
地

域

作

り

の
推

進
　

対

象

車

回

背
任
で

、
精

神

保

健

福

祉

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
活

動

が

で

き

、

ま

た

実

習

を

含

め
康

座
の
令

口

程

に

参

加

で

き

る
人

定

員
ニ

ト

人

程

度

（
選

考

）
　

費
用

無

料

圃

６

月

７

日

受

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
職

業

・
電

話

番

―

・
受

講

理

由

・
施

設

実
習

希

望

日
（
第

二

希

望

ま

で

）
　・
返

信

用

あ

て
名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
8
5
6
2

松

戸

市

小

根

本

七
　

松

戸

保

健
所

精

神

保

糯

箍
祉

課
（

登
3
6
1
・
2
1
2
1

）
へ

【

】
松

戸

青

年

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

初

心

者

講

習

会

６

月

４

日

～
2
5
日

の
毎

週

火

曜

日

〔
全
四

回

〕

午

後

７

時
3
0
分

～

９
時

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

ブ

ル

ー
ス

お

よ

び

ジ

ル

バ
　

対
象

三

十

歳

ま

で

の
人

（
男

性

歓

迎

）
　

費

用

千

円

田

電
話

で

田

中

登
3
4
3・
6
0
2
2

へ

（
夜

間

の

み

）

ル

ガ
ン
◆

歩
行

器

匣
５
月
2
9日

圉
―
で
に
、
電
話
で

消

費
生
活

課

昔
3
6
6
・
7
3
2
9

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品

物

を

譲

り

た

い
人

は

、

５

月

2
9日

團

ま

で

に

、

電

話

で

申

し

込

ん
で

く

だ

さ

い
二

人

三

点

ま

で

）
。

６
月
2
5
囗

号

に

掲

載

し

ま

す

。

電

気

製

品

・
日

用

雑

貨

・
衣

料

品

・

食

料

品

・
自

転

車

な

ど

は

扱

い
ま

せ

ん

。

固

消

費

生
活

課

登
3
6
6・
7
3
2
9

「
」
危

険

物

取

扱

者

保

安

講

習

（
義

務

講

習

）

７
月

５
日

脂
午
前

９
時
5
0分
～

午

後
Ｏ
時
5
0分

（
給
油
取
扱
所
勤

務

者
）
、
午
後

１
時
4
0分
～
４

時
4
0

分

（
給
油
取

扱
所
勤
務

者
以
外
）

会

場
我
孫
子
市
民
会
館

対

象
①

危

険
物
取

扱
作
業
に
従
事
し

て
い

る
人

で
免
状
交
付

の
日
ま
た

は
講

習
を
受

け
た
日
か
ら
三
年
を

経
過

し

よ
う

と
す
る
人
ふ
免

状
所

持
者

で
希
望
す
る
人
　

費
用
四
千
七
百

円

（
県

収
入
証
紙
で
）

匣
５
月
2
7日

側
～
3
1日

脂
の
問
に

受

講
申
丿
蠻

う
（
消
防
局

・
各
消
防

署

で
配
布
）
　・
免
状

・
県
収
入

証

紙

（
市

役
所
内
銀
行
等
で
販

売
）

を
持
っ
て
直
接
、
消
防
局
内
松
戸

市
危

険
物
安
全
協
会
へ

固
消
防

局
予

防
課

昔
3
6
3
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ

［
］
親

子

編

み

物

教

室

６
月

１
日

出
午
前
1
0時
～
正
午

会

場
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内

容

環
境
に
や
さ
し

い
ア

ク
リ
ル

タ

ワ
シ
作
り

対
象
二
歳
～
小

学
生

と
そ

の
保
護
者
　

定
員
先
着
二
十

人
　

費
用

親
子

一
組
五
百
円

（
子

ど
も
の
み
は
八
百

円
）

圃
電
話
で

フ
ァ
ニ
イ
ク
ラ
ブ
・
橋

本

昔
3
4
8
・
7
4
5
4

へ

［

］
図

書

館

市

民

講

座

「

母

、

住

井

す

ゑ

と

橋

の

な

い

川

」

・

娘

が

語

る

作

家

の

素

顔

と

生

き

方

６
月
1
4
日

噺

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

講

師

ジ

ャ

ー

ナ
リ

ス

ト

ー
エ

ッ

セ

イ

ス

ト

・
増

田

れ

い
子

氏
　

定

員

七

十

人

（
抽

選

）

費

用

無

料

匣

６

月

４

日

天

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

二

枚

に

つ

き

一
人

）

に
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話
番

号

を
記

入

し

て

、
一
１‐
2
7
1
－
0
0
9

2
松

戸

市
松

戸

二

〇

六

〇

丗

旦

図

書

館
市

民

講

座

係

（
0
3
6
5・
5

1
1
5

）
　へ

【
】
口

腔

保

健

週

間

「

歯

の

健

康

チ

ェ

ッ

ク

」

６
月

１
日

出
午
後
１
時
3
0分
～

３
時

会
場
中

央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
　

内
容
歯
科
医
師
に
よ
る
診

査

・
相
談
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
　

費
用
無
料

圖
保
健

福
祉
課
保

健
係

登
3
6
6
・
７

［

］
思

春

期

相

談

（
予

約

制

）

６

月
2
5
日

火

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

会

場

松

戸

保

健

所

対

象

本
人

・
家

族

・
関

係

者

内

容

臨

床

心

理

士

に

よ

る

相

談

費

用

無

料

圖

松

戸

保

健

所

地

域

指

導

課

登
3
6
1

・

？
】１

？
】１

［

］
親

子

手

芸

教

室

６
月
８
日
用

午
後
１
時
～

３
時

会

場
市
民
会
館

内
容
毛
糸
で
作

る
マ
ス
コ

ッ
ト
　

対
象

車
内
在
住

の
小
中

学
生

と
そ
の
保
護
者
　

定

員
先

着
五

十

人

・

ボ

ー

ル

ペ
ン

圃

電

話

で

青

少

年

相

談
員

連

絡

協

議

会

（
こ

ど

も

課
内

）

昔
3
6
6

・
7
4
6
4

へ

松戸地域職業訓練センター(テクノ21)講座

【

】
い

き

い

き

と

生

活

す

る

た

め

の

健

康

生

活

リ

ハ

ビ

リ

教

室

参

加

開

始

か

ら
約

一
年

間

、

毎

週

水

・
木

曜

日

の
午

後

２

時
～

３

時
3
0
分

（
参

加

は

水

・
木

曜

日

ど

ち

ら

か

一
日

）
　

会

場
中

央
保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

内

容

拌
の

周

り

の
動

作

の
練

習

・
健

康

相

談

・
レ

ク
リ

エ

ー

シ

ョ

ン

な

ど

（
理

学

療

法

十

、
保

健

師
等

が
助

言
し

ま

す

）

対

象

車

内
在

住

の
四

十

歳
以

上

で

脳

卒

中

後

遺

症

な

ど

に

よ

る

障

害

の

あ

る
人

（
た

だ

し

介

護

保

険

の

デ
イ

サ

ー

ビ

ス

ー
デ
イ

ケ

ア

・
訪

問

リ
（

ビ

リ

を

利
用

し

て

い
な

い

人

）
　

蓄
乕

無

料

※
そ

の
他

リ
（

ビ

リ

に

つ

い
て

の

ご
相

談

も
受

け
付

け

て

い
ま

す

。。

固

保

健

福

祉

課

保

健

係

容
3
6
6・
７

Ｄ

Ｗ

ｏ

ｒ

ｄ

初

級

講

座

６

月

５
日

叩
1
2

日

叩
1
9

日

水

〔
全

三

同

〕
各

午
前
1
0
時
3
0
分

～

正

午

会

場

文
化

ホ

ー
ル

（
松

戸

ビ

ル

ヂ

ン

グ
四

階

）
　
　
内

容

文

字

の
入

力

か

ら

ワ

ー

ド

ア

ー
ト

・

図

の

挿
入

ま

で
　

定

員

先

着

十

人

持
ち

物

筆
記

用

具
　

費

用

二

千

円

（
テ

キ

ス

ト
代

を

含

む

）

圃
電

話

で

松

戸

Ｉ

Ｔ

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア

の

会

登
3
6
7・
8
8
8
9

へ
　（
午

前

９

時
～

午

後

５

時

）

講　座　名 日　時 定員/費用

初めての
Windows. 入門

6/17 ㈲・18㈹・19㈲

・20困･24(H)･25 ㈹･
26㈲・27休）午後

10 人/2∠↓,000円
(20,000 円)

Word を 使った

文書作成講座
6/17 ㈲･18 ㈲･24(H)･
25㈹　午前

10人/捏,000円
(10,000円)

Excelを使った表
計算講座Ｉ

6/19 ㈲･20 ㈹･26 困･
27㈹ 午前

10人/
ヒ000 円
(10,000円)

Excelを使　た表
計算講座

が 6/22c ・29圉 土曜
9川 添

パソコンを使つ
てみよう

対象60 歳以上

6/21 廊午前10 時～午
後4時

6人/ﾜ,000円

※午前＝午前9時30 分～午後O時30 分

※午後＝午後1時30 分～∠L時30 分

※受け付け開始時間に定員を超えた場合はその場

で抽選とさせていただきます。

［

］
思

春

期

保

健

セ

ミ

ナ

ー

６
月
2
7日

困
世

間
1
0時
～
正

午

会
場

市
民
劇
場

内
容
思
春
期
に

お
け

る
男
女

の
性
お
よ
び
親
の
対

応
　

講

師
つ
く

ば
国

際
短
期
大
学

講
師

・
医

師
・
和
田
由

香
氏
　

対

象
思
春
期

の
子

ど
も
を
持
つ
親

定

員
先

着
三
百
人
　

巷
兩

無
料

※
保
育

あ
り

（
二

歳
以
上
、
十
五

人
ま

で
）

※
手
話

通
訳

あ
り

圃
電
話
で
小
金
保
健
福
祉
セ
ン

タ

１

公
譛
・
5
6
0
1

へ

［
］
エ

イ

ズ

に

関

す

る

相

談

・

Ｈ

－

Ｖ

抗

体

検

査

受

付

６
月

６

日

困

午

後

２

時

～

３

時

、

午

後

６

時

～

８

時

６

月

2
0日

米

午

後

２

時

～

３

時
　

匿

名

結

果

交

付

十

三

日

後

会

場

松

戸

保

健
所

弗
嵒

官

料

圖

松

戸

保

健

所

疾

病

対

策

課

公
3
6
1

・
０
乙
ｌ
ｎ
乙
Ｉ

［

］
酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・

酒

害

家

族

教

室

（
予

約

制

）

６
月

６

日

侑

６

月
2
0
日

火
①

相

談

＝
午

後

１

時
3
0
分

～

２

時
5
0

分

②

教
室

＝
午

後

２
時

～

４

時
3
0

分

会

場
松

戸

保

健

所

内

容

①

ア

ル

コ

ー
ル

の
飲

み

方

に

心

配

の

あ

る

人

ま

た

は

そ

の
家

族

を

対

象

に

専

門

医

師

・
精

神

保

健

福

祉

相

談

員

が
相

談

に

応

じ

る

②

ア

ル

コ

ー

ル

依

存

症

を

抱

え

る
家

族

同

士

の

勉

強

と

話

し

合

い
　

費

用

無
料

圈

松

戸

保

健

所

精

神

保

健

福

祉
課

登
3
6
1・
ｎ
乙
１

０乙
１

※（　 ）内は当会員事業所または団

体会員の料金です。

圃5月25 日出 午前9時力ヽら、直接松戸

地域職業訓練センター （小金原1 の

19の3 昔3∠旧－3200 ）へ

【
】
健

康

塾

「

脳

の

病

気

を

予

防

す

る

～

脳

ド

ッ

ク

で

早

期

発

見

」

６
月

７
日

幽
午
後
３
時
～
４

時

3
0分

会
場
東
松
戸
病

院
人
会
議

室
　

講
師
東
松
戸
病
院
神

経
内
科

部
長
・
山
本
剛
司
氏

定
員
先

着

七

十
人
　

費
用
無
料

圃
電
話

で
東
松
戸

病
院
保
健
福
祉

医

療
室

登
3
9
1
・
5
5
0
0

へ

【

】
建

築

物

の

実

態

調

査

に

ご

協

力

を

国

土

交

通

省

で

は

、
６

月

に
「
平

成
1
4
年

度

建

築

物
等

実

態

調

査

」

を
行

い
ま

す

。

こ

の
調

査

は

、

建

築

物

お

よ

び

住

宅

の

建

築

状

況

等

を

調

査

し

、

国

や

県

の

住

宅

・
建

築
行

政

等

の

基

礎

資

料

を

得

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

毎

年

実
施

し

て

い
ま

す

。

６

月
1
0
日

丱

～
3
0
日

㈲

の

間

に

調

査
貝

が
伺

い
ま

す

が

、

調

査

の

内

容

に

つ

い
て

は

統

計

に

関

す

る

こ

と

以
外

に

は

使

用

し

ま

せ

ん

。

皆

さ

ん

の

ご
理

解

ご

協

力

を

お

願

い
し

ま

す

。

固

建

築

指

導

課

公
3
6
6・
7
3
6
8

［
］
青

年

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

企

画

実

行

委

員

を

募

集

６
月
Ｈ
囗
～
1
0月
2
5凵
の
毎
月

第
二

・
四
金
曜

（
８
月
は
除
ぐ
）

筌

八

回
〕
午
後
７
時
～
９
時

会

場

青
少
年
会
館

圃
電
話

で
青
少
年
会
館

昔
川
・
8

5
5
6

へ

［

］
シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

を

募

集

松

戸

商

工

会

議

所

で

は

、

消

費

者

の
意

見

を
聞

く
こ

と

に

よ

っ
て

、

消

費
者

ニ

ー

ズ
を

的

確
に
把

握

し

、

商

店

経

営

者

に

情

報

を

提

供

す

る

と

共

に

、

快

適

で

便

利

な

市

民

生

活

に

役

立

て

る
目

的

で

「

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ
ア

ド

バ
イ

ザ

ー
」

を

募

集

し

て

い
ま

す

。

対

象

市
内

在

任
の
ニ

ト

歳

以

上

で

、

年

三

回

（
平

日

）

程

度

の

会

合

に

出

席
可

能

な
人

圃

６
月
1
5
日

出
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

（

ガ
キ

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス
に

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話

番

号

・
応

募

動

機

を

記

入

し

て

、

干
2
7
1
－
0

0
9
2

松

戸

市

松

戸

二

〇

六

〇

松

戸

商

工

会

議

所

商

業

課

（

昔
3
6
4

・
3
1
1
1

囲
3
6
5・
0
1
5
0

）
へ

【
】
千

葉

県

技

術

・

市

場

交

流

プ

ラ

ザ

参

加

者

を

募

集

参

加

企

業

相

互

に

よ

る

技

術

・

市

場

等

の
問

題

に
関

す

る

意
見

交

換

を

通

じ

、
新

技

術

、
新

製

品

の

研

究

・
開

発

、

新

分

野

の

開

拓

等

を

行

う

た

め

の
事

業

で

す

。

対

象

県

内

中

小

企

業
者
（
原

則

）

定

員

三

十

人

程

度
　

費
用

無

料

匣

６

月
3
0
日

（
定

員

に

な

り

次

第

締

切

）

ま

で

に

、
所

定

の

申

込

書

（
商

工

観

光
課

に

あ
り

ま

す

）
に
記

入

し

、
郵

送

で

姉
千

葉
県

産
業

振

興

セ

ン

タ

ー
技

術

交

流

グ

ル

ー

プ

（

登
0
4
3
・
2
9
9・
2
6
5
4

）
へ

【
】
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

会

員

を

募

集

毎
月
第
一
ご

三

・
四
火

曜
日

午

前
1
0時
～
正
午

内

容
華

道
（
龍

生
派
）
　

対
象

市
回

仕
住
で
六

十

歳
以
ヒ

の
人
　

募
集
人
数
五
人

蓄
乕

無
料

圃
電
話
で
常
盤
平

老
人
福
祉
セ
ン

タ
１

容
3
8
6
・
0
2
0
1

へ

［

］
院
内

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア
を

募

集

内

容
外

来
案
内

・
入

院
病
棟
で

の
サ

ー
ビ
ス

対

隼

心
身
と
も
に

健
康

な
人

（
年

齢
・
資
格
不
問
）

※
松
戸

駅
周
辺

に
も
活
動
範
囲

が

広

が
る
予

定

圃
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
で
松

戸
ま
ち

づ
く
堊

父
流
室

テ
ン
ト
小

屋
内
松
戸
医
療

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会

公
3
6
7
・
8
8
8
9

一
幽
3
6
7
・
8
8

2
7

へ
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

［

］
土

屋

文

化

振

興

財

団

が

助

成

金

を

支

給

対

象
県

内

の
文

化

振

興

を
目

的

に
活

動

し

て

い
る

個

人

・
団

体

助

蔭
分

野

基
礎

医
学
・
伝
統

芸

能
・

伝
統

扠
芸
・
音

楽
・
演

劇
・
絵

画
・

工

芸

・
彫

刻

・
ス

ポ

ー
ツ
　

助

成

金

一
件

に
付

き
百

万

円

以

内
　

募

集

期
間

６

月

３

日

側
～

８
月

１

日

水

贈
呈

式
Ｈ

月

１

囗

剛

固

篩

土
屋

文

化

振
興

財
団

登
3
6
4・

お

知

ら

せ

健
　
康

講
座
・
講
演

抛
ち
匏
は
さ
み

費
用

無
料



見に行こう 松戸市の市外局番は047 です

森のホール21
期　日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

大

ホ

ー

ル

6/ 2(日)
親子で楽しめる　おしゃべり好きなコン

サート
15:00

千 葉テレ ビ 放送 事 業 部「 音楽 宅

急便 ］　 公043-2 引 ■3113

8出
チャリティーコンサート　川畠成道ヴァ
イオリンリサイタル　　　　　　　　 ★

14:30 草原の会a  04―ワ145-6891

9(日)名作まんが映画会　　　　　　　　　 ★ 10:00
映光社・山口

a  0422-45-3954

14 窗 氷川きよしコンサート2002　　　　　 ★
14:00 ペルワールドミュ一シック

≪  03-3222-ﾜB0118:30

15 出 ポップス黄金時ｲ弋　　　　　　　　　 ★
14:00
RO-ON　　　　0365  -9911

18:00

21 ㈲ 井上陽水コンサート2002　　　　　　 ★ 19:00
牛ヨード一東京

登03-3498-9999

22 出
杉田二郎・ばんばひろふみ・因幡晃コン

サート　　　　　　　　　　　　　　 ★
18:00 RO-ON　　　　0365  - 9911

23(Eﾖ)
よこ すかウインドアンサンブルコンサー
ト

14:00
よこ すかウインドアンサンブ
ル・渋谷O090 ―2∠tﾜ8-39ﾜ0

28 ㈹ ペレス・フラーﾄﾞ楽団　　　　　　　 ★ 18:30
森のホール21チケットセンター

s  384 -3331

30(日)
エレ ク ト ーンフ ェ スティ バ ル2002　ｲ 尹藤

楽器 大会　　　　　　　　　　　　　　 ★
14:00
伊藤楽器松戸営業所

a  348-0111

小

ホ

ー

ル

6/ 1 丗 ザ・ニ ュー スペー パー　　　　　　　 ★
14:00
RO-ON　　　　s365 ―9911

18:00

2([])苔山羆尺八演奏会 稀:00 苔山派尺八楽会　S385-81ﾜ 拓

8圉 アニメ映画会　　　　　　　　　　　　★ 10:20 ニツトウ　o03 ―5450 ―2866

9(日)平野歌謡同好会発表会 10:30 平野歌謡同好会　Q384-6916

15 出 第28回常盤平学園音楽教室発表会 14:00
常盤平学園音楽教室

Q385-3ﾜ68

22 丗 ピアノ発表会 13:00 橋本悦子　　　S3 ∠14-95ﾜ4

23 ⑤
松戸市和太鼓連盟10 周年記念公演「和太
皷のひびき」

13:00
松戸市和太鼓連盟・小泉

O366-2091

29圉
第18 回 ト ライ アン グ ル ・ア マー ビレ　 ピ

アノ発 表会
16:00
トライアングル・アマービレ

S392-333ﾜ

30(日)児 童アニ メ映 画会　　　　　　　　　　 ★
10:00 ファミリーフィルム

S03-3 印 ９－ﾜ2引13:00

木館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館レ 翌日休館)

市民劇場
期日 内　 容（★は有料） 霈誰渭 問い合わせ先

6/ 2 ⑧ ピアノ発表会 1ﾜ:00 吉田育代音楽教室　　　　　　S363 一把ﾜ6

8圉 松戸邦楽振興発表会 11:00 松戸邦楽振興実行委員会　　　 容36ワー拓54

9(日)ピアノ発表会 13:00 鵜飼留美子　　　　　　　　　S342-9968

11 ㈹ カラオケコンテスト m:00 健康カラオケ普及会　　　　　a341-3623

13 困 ペルマーク運動説明会 10:00 財ベルマーク教育助成財団E03 ―35ﾜ2-493'ﾜ

15 圉 ピアノ演奏会 13:30 立原安紀子　　　　　　　　　 昔36ワー8839

16日 ピアノ発表会 13:30 笹田圭子　　　　　　　　　　a  364一揖24

21 窗

ミュージカル（翼のように）★

18:00

ダンシング・ス牛ユーバ　　　S346 ―004∠|
22 出

13 二30
1ﾜ:30

23 剛 Ｍ＆Ｍ音楽教室発表会 13:00 Ｍ＆Ｍ音楽教室　　　　　　　　S388-8 妬6

30(日)
才能教育研究会松戸教室
ヴァイオリン発表会

13 二00ヴァイオリン合湊会りy 巻　　 昔36ワー9286

休館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館し 、翌日休館)

21世紀の森と広場パークセンタ

ー 日　時 内　　容

観
察
会

6/ 2臼 午前ｍ時～11日舸O 分 バードウォッチング　 講師自然解説員・小池玲爾氏

6/29圉 午前10時～11時30 分 野草ウオツチンゲ　　 講師自然解説員・川端祥子氏

6/30(1日)午前10時～11時30 分 昆虫ウオッチンゲ　　 講師自然解説茴・松葉光豊氏

圃当日パークセンターで〔雨天中止〕　定員先着乙人　費用無料

相談
毎 週水･ 土･ 日曜 日 と 祝 日の 午前10

時 ～ 正 午 と 午後1 時 ～3B30 分

みど り の 相 談 員 によ る 花 や 緑に 関 する 相 談（電 話 で

も 受 け付 け ま す）

休館日…月曜日（ただし祝日の場合は開館し､ 翌日休館）開館時間‥･午前9 時～午後4時30 分

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等) を案内しています〕

c366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　Q368-3756

衛生会館内　 毎日午後8 時～11 時

◆ 休日土曜日夜間歯科診療所

Q365-3430

衛生 会館内　午後８時～11 時

期　　圜 内　　　容

6/1C二0～23(日)午後1 時
15分･3 時15分から(土
・日曜日、祝日は午前

11時から)上映

ハイビジ ョ ン映 像「激 流　 常顯寺 川 ～富山 県」 《上映 時 間44 分》

会 場講 堂　 観覧無 料

ﾜ月 ＝ 「小 さ な旅　 清流 の夏　 水 車は まわり ～ 静岡県 天 竜市 」 《上映 聘 間

28 分》

6/9日 まで

館蔵資 料展 「日 本の郷 土玩 具一 杉山輝 典氏 寄贈 コレ クシ ョンー 」

内 容市 内 在住の 杉山 輝典 氏が 日本 各地 で収集し 、博物 館に 寄贈さ れ た郷土

玩 具約2,300 点 のう ち 、その一 部を 展示 公開し ま す。

会場企 画展 示室　 観覧 無料

シルクロード・コレクション公開資料「二つの仏頭」ｲﾑ像誕生の地ガンダーラとマトゥラー出土

江戸時代旅装束試着体験…毎月第1日曜日午後1時・2時・3時 ぺ時力xら各回男女各1人
圃電話で市立博物館試着体験係n384 ―82ﾜ2 へ

休 館日 …月曜 日 （祝 一休 日の 場合は 開 館し 、翌 日 休館） ・第4 金 曜日 ・年 末年始(12/28 ～1/4)

※資料 の防 虫 ・防黴 のため 燻 蒸作業を 行い ま すので6/24, 月）～7/11 月）は臨 時休 館し ます 。

開 館時 間 …午前9 時30 分～ 午 後5 時 （入館 は 午後4 時30 分 まで ）　 常設 展観覧 料 …一 般300 円(240

円 ）、高 ・大 学生 掲O 円（100 円）、小 ・中 学生100 円（60 円 ）〔（　　 ）内 は団 体料 金/20 人 以上〕

※毎週土 曜日 は ノ 」卜 中 学生 の観覧 は無 料で す。

.*･6/15(±)県 民の日 は観 覧無 料とな り ます。

ガ イドツア ー（常設 展示解 説）‥晦 日午前 ｍ 時 ・午後2 時 から30 分間 （参加者は 観覧料 が必要 です）

学芸 員によ る展示 スポット解 説…毎 週日曜 日午後2 日怛O 分 から20 分間 （参加者は 観覧料 が必要 です）

※来 館者 専用 の駐 車場はあ り ま せん の で 、21 世紀の 森と 広場の 有料 駐車 場をご利 用く ださ い。

戸定歴史館
期　日 内　　　　容

6/16(1日)まで

｢幕 末視 覚 の変 革者　 島 霞 谷( か こく)｣ 展

わが 国の油 絵､ 写 真､活 字の黎 明( れいめ い) 期､幕 府開成 所で先 駆的な 活躍をし た

島霞 谷。 130年 間 、土蔵 の中で 大切に保管さ れ てい た彼の 遺品を弋 堂に展示し ます。

視覚の変革期の様相を 現代に蘇( よ みがえ) らせる 彼の作 品の数々をご覧ください 。

入 館料 …戸 定邸 ・歴 史 館共 通入 館券 ―≪240 円(200 円) 、高 一大 学生160 円( 捏0

円) バ｣卜 中 学生80 円(60 円) 個 別入 場券 一般150 円(120 円) 、高 ・大 学生100 円

(80 円) 、小 ・中 学生50 円(40 円) 〔(　) 内は 団体料 金/20 人以 上〕

入館 時間 … 午前9 日舸O 分 ～午 後八時30 分( 月曜 日は 休館 。た だし 、祝 日の場 合 は開 館し 翌日 休 館)

※6/18 ㈲ ～28 日 銜 の 間は 展示 替え の ため戸 定 歴史 館 展示 室は 閉 室とな り ま す。戸 定 邸は 通常 ど

おり ご 覧 にな れ ます。

※毎 週土 曜 日は い｣卜 中 学生 の 観覧 は無 料 です 。

松戸駅市民ギャラリー

期間 6/6$)まで 6/7銜～20W 6/23 ㈱～7/4 困

東
ポプリカルチャー教室作品展
崑ｲ尹藤Q344 ―3688

第1[亘]沖 縄 の木の 葉を 使った 作

品展

圜 宇 田JI1S362- ∠1565
第3ﾜ回松戸市美術展覧会受賞

者展
圖社会教育課o366 ―ﾜ462

西
翠書道会書作展
圖山口0342-1049

露梠院ロウ書道展
箆坂本容36 卜-0022

文化ホールギャラリー

会　期 内　　容 問い合わせ先

5/28 ㈹～6/ 7 ㈹ 第22回松戸東葛地区高校美術屐 市立高校 一市原　　　　S385-3201

6/11(A)～23 日 第3ﾜ回松戸市美術展覧会 社会教育課　　　　　　o366 ―ﾜ462

6/25 ㈹～30 斜
第29回松戸書道教育連盟展 松戸書道教育連盟・八島O385-4530

毛利敏夫・植竹陌易・湯浅利雄三人展 植竹　　　　　　　　　S363-ﾜ86 ∠|

關餉時間…午前ｍ時～午傍6㈲　休館日…月曜日

市民会館
期日 内　　容（★は有料） 開演時間 問い合わせ先

6/ 1仕）ミ ツフ イーこど もミ ュ ージカ ル　　 ★ 13:00
サンケイリビング新聞社 一児矢野

S03-5 う68-5317

2(日)クラシ ソヽク バレエ サークル　コ,ソベリア 1ﾜ:00
クラシ ック バレエ サ ークル　 コ ッペリ ア・

上 野　　　　　　　 昔04 一男55 一 指40

8出 県立松戸六実高校　第21回定期演奏会 15:00 県立松戸六実高校・小谷野S385 一回91

9(日)松戸民謡連合会　舞踊発表会 11:00 松戸民謡連合会・渋谷　　n346  -2255

16(日)松戸芸術舞踊協会　バレエ発表会 回:00 松戸芸術舞踊協会・本間　S386-29ﾜ2

22 圉 県立市川東高校　第21回定期演奏会 13:00 県立市川東高松頌礫訃 沼田O338-6810

23(ぼ 合唱発表会 12:30 松戸市音楽協会 一大沢　　12383  -0111

○お気軽にご相談＜ださい ６月の相談あんない○

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 靉

市政･一般民事
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課

市
民
相
談

課

豊366

・
７
３
１
９

※

一
般
民
事
相
談
＝

金
銭
・
身
の
上
・

相
続
・
離
婚
等
家

庭問

題
の
相
談

交通事故 午前9時～午後5時

法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1 時 ～5 時

市

役所

相
談
コ
ー

ナ
ー

第1 月曜日 午前9時～正午

税務相談 第2金曜日 午後1 時 ～5 時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2･ 第4 月曜日 午後1 時 ～3 時

不動産相談 水曜日 午後1 時 ～5 時

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

労働相談 第1･ 第3月曜日 午後1 時 ～5 時 商工観光
課労政係※労働吶 職相談は東葛飾支庁商工労政課(H361  -4089)でも行っていますo

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

すくすくさぽ－と21
H367-4646

ＣＭＳ子 育 て 支援 セ ン

タ ー　Q394-5590

チェリッシュ・サポート・

システム25308  ―5880

家庭児童相談 月～金曜日 午前9時～午後5時 児童福祉課内

0366-7347母子婦人相談 月～金曜日 午前8時45分～午後5時

就学相談(予約制)
月～金曜日

午前9 時～正午･ 午後

1時30 分～4 時30分

教育研究所（予約専用）

H366 ―7600教育相談(予約制)

青少年相談

(電 話)
月～金曜日

午前8 時30 分 ～

午 後4 時30 分

こども課

Q363-7867

青少年相談

(来所冐予約制1

午前8 時30 分 ～

午将5 時

こども課

O366 ―7464

刪主宅課S366-7366 、商工観光課Q366-7327

※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圖

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市縦 組]-ﾅｰ
千

葉地

方
法
務
局
松
戸
支
局

市
民
相
談
課
公366

７
３
１
９

3(月) 馬橋支所

4火 六実支所

4火 小金支所

5團 常盤平支所

5團 湘戸赧ｾﾝﾀｰ

6休） 小金原市民ｾﾝﾀｰ

ぞ人権相談 は千葉地方法務局松戸支局(a363-6278) でも行っていますo

心

配

ご

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ 社

会

福
祉

協

議
会

容
368

・
Ｏ

に
．
）０

３

3(月) 馬 橋支所

4詢 六実支所

4㈹ 小金支所

5冰)・19團 常盤平支所

5冰)・19 冰) 新松戸紐ｾﾝﾀｰ

6沐)・20困 /｣哇原頏ｾﾝﾀｰ

痴ほう介護相談 28㈲ 午後1時～3時 社会福祉協議会

消費生活相談 月～金曜日 午前8時30分～午後4時
消費生活センター

S365-6565

ゆうまつど　 ㈲ ～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性センター

(相談室直通)

Q363-0505

こころの相談

(予約制)
第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

パ ー ト 労 働悩みご

と相談（予 約 制 ） 似）
午 後1 時30 分 ～

4時30 分

女性センター

S364-8778

高年齢 者職 業相 談
月～金曜日( 第

3木曜日を除く)
午前9時～午後5時

高年齢 者職業 相談 室

Q368-5656

聴いてみよう 文化施設だより
384-
5050

博物館（21世紀の森と広場

内

384-

8181

362-

2050

368-
0070

教）社会教育課　366-7

462

367-
7810

368-1
237

345-8
900

衛生会館所在…竹ケ花45の53


